
中
国
共
産
党
の
党
内
民
主
主
義

一
一
九
二
〇
年
代
の
党
内
論
争
を
中
心
に
一

江

田

蜜悪

治

　　ノwu
【
要
約
】
　
一
九
二
〇
年
代
、
中
国
共
産
党
の
最
初
の
一
〇
年
間
は
、
は
げ
し
い
党
内
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
当
初
、
中
国
共
産
党
の

党
規
約
は
中
央
集
権
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
り
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
」
は
組
織
原
理
と
し
て
導
入
さ
れ
て
は
い
な
か
っ

た
。
だ
が
、
多
く
の
理
論
家
た
ち
か
ら
な
っ
て
い
た
中
国
共
産
党
の
指
導
老
た
ち
は
、
草
命
の
理
論
を
追
求
し
つ
つ
、
党
の
路
線
や
政
策
を
論
争
に
よ
っ

て
決
定
づ
け
た
の
で
あ
っ
て
、
全
国
大
会
や
中
央
委
員
会
総
会
は
民
主
主
義
的
な
意
思
決
定
の
場
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。
さ
ら
に
二
〇
年
代
末
の
一
時

期
は
、
民
主
集
中
制
が
導
入
さ
れ
、
党
機
関
誌
を
舞
台
に
党
員
大
衆
に
開
か
れ
た
公
開
論
争
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
党
内
民
主
主
義
は
も
っ
と
も
機
能
し

て
い
た
。
し
か
し
一
九
三
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
論
争
は
機
関
誌
か
ら
も
、
中
央
委
員
会
総
会
な
ど
の
会
議
の
場
か
ら
も
姿
を
消
す
。
党
内
民
主
主
義
の

喪
失
涯
中
国
共
産
党
の
「
　
枚
岩
」
化
の
過
程
は
、
四
〇
年
代
の
毛
沢
東
の
最
高
指
導
権
掌
握
で
完
結
す
る
。
史
林
七
七
巻
六
号
　
一
九
九
田
年
＝
月

～
κ
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は
　
じ
　
め
　
に

一
九
二
一
年
七
月
に
成
立
し
た
中
国
共
産
党
の
歴
史
は
、
ま
ず
論
争
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
第
一
回
全
国
代
表
大
会
（
一
旦
火
会
、
以
下
同
様
に

略
称
）
で
は
、
当
面
の
党
の
活
動
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
宣
伝
研
究
に
限
定
す
る
か
、
そ
れ
と
も
労
働
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
実
際
行
動
を
開
始

す
る
か
・
ほ
か
の
政
治
勢
と
の
連
合
を
認
め
・
か
否
か
、
な
ど
の
テ
↓
を
め
ぐ
・
て
は
げ
し
い
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
の
で
あ
・
．
そ
醐

し
て
こ
こ
で
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
理
論
的
優
越
性
を
基
準
に
論
争
を
決
着
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
九
一
五
年
遅
『
青
年
雑
誌
』
の
発
刊
と
　
9
5



表　1920年代の主要な中共党内論争

時　　期 論争のテーマ 論　争　の　場 t 論争の主体
21．7　　　　　他党との連含など　　　中共一調大会

1　22・s　国民党への鰍力口入中央獺会（灘鼎
t

i23．6　　　　　国民党への全党員加入　中共三全大会

1
26，3　　　　中山艦事件への対応　　党内醤簡（？）

26．6～7　　　鹿笛革命軍の北伐への　『謝導』『人選週’i：憾『戦士』

　　　　　　　対応

26．7　　　　国民革命軍の北伐への　中央委員会拡大総会

　　　　　　　対応

26．9～12　　　国民党左派評価　　　　党内書簡（『中央政冶通訊』）

27．4　　　　党中央の日和見主義政　穆秋川のパンフ・中共五全

　　　　　　　策　　　　　　　　　　大会

27．8～9　　　秋収蜂起の方針　　　　党内書簡（『中央政治通訊』）

27．U～28，2　土地問題の解決方針　　　r布爾塞自由』

27．11　　　　武装暴動による政権葱　　『中央政治通訊匪

　　　　　　　取

27．12　　　　武漢暴動の総括　　　　党内書簡（『中央政治通訊』）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　湖北雀委拡大会議

27．12　　　　広州蜂起の方針　　　　党内穆簡（『中央政治通訊』）

28．1～2　　　広州蜂起の総括　　　　党内書簡（『中央政治通訊』）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　広東省委拡大会議
28．2～6　　　　　　中揮§革命の段階　　　　　　　　『オ巨爾塞系控克』

28．6　　　　　中山革命高潮論　　　　中共姫糊大会

28．11”一12

29．　8一一一10

寓農評価

中東鉄道事件・中国革

命の性質

r布爾樹高克』

『紅旗』・党出版パンフ（『中

国革命与機会主義』）

大会代表

中央委員多数派vs．マーリ

ソら

党員（シンパ～）　VS・党中

央

懸三白・二丁秀・マーリン

らvs．張国謡・察和森ら

広東地区委vs．党中：央

陳独秀，広東地区委，湖南

地区委

北伐支持派vs．反対派

広東地区委vS．党中央

関電白vs．彰述之

湖南省委vs．党中央

懸秋白ら

陳独秀vs．党中央

共青団湖北省委などvs・羅

隔靴・麟ミ喬年ら

陳独秀vs・党中央

広東省委vs．党中央

課平山vs・r布爾塞維克s

記者

麗秋白vs．熟和森

察和森vs．李立三

照降秀vs．党中央

艦首温趨幽幽争論代現近国陣翻削動結礪蛎隔燃朝涼
と
も
に
始
ま
っ
た
新
文
化
運

動
の
中
で
成
長
し
、
ア
ナ
キ

ズ
ム
や
ト
レ
イ
ド
・
ユ
ニ
オ

ニ
ズ
ム
、
ト
ル
ス
ト
イ
主
義

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
の
思

想
が
中
国
に
紹
介
さ
れ
る
な

か
で
、
議
論
を
通
し
て
も
っ

と
も
包
括
的
な
体
系
を
も
つ

マ
ル
ク
ス
主
義
を
選
び
取
っ

て
い
っ
た
若
い
中
国
社
会
主

義
老
た
ち
に
と
っ
て
、
論
争

し
理
論
的
優
位
を
争
う
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
か

　
　
　
　
①

も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
論

争
か
ら
、
た
だ
ち
に
「
共
産

党
は
そ
の
出
発
点
か
ら
民
主

集
中
制
の
原
則
に
も
と
づ
い

て
建
設
さ
れ
た
」
と
主
張
す

②る
こ
と
億
明
ら
か
に
早
計
で

㈹⑲96
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あ
る
に
せ
よ
、
中
国
共
産
党
は
ま
ず
「
論
争
の
党
」
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
事
実
、
最
初
の
　
○
年
間
に
あ
っ
て
、
共
産
党
は
政
策
決
定
や
路
線
転
換
、
個
別
の
事
件
へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
、
党
の
大
会
や
中
央
委
員
会

の
中
で
、
あ
る
い
は
党
中
央
と
地
方
組
織
の
間
で
、
さ
ら
に
は
一
般
大
衆
向
け
の
機
関
誌
や
党
員
を
対
象
と
す
る
党
内
誌
の
上
で
、
多
く
の
噂
論

争
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
褒
参
照
）
。
こ
の
間
、
共
産
党
は
わ
ず
か
五
十
数
名
の
知
識
人
を
主
体
と
す
る
政
治
集
団
か
ら
数
万
の
党
員
を
擁
す

る
大
衆
政
党
へ
と
成
長
し
、
第
　
次
園
共
合
作
の
も
と
で
労
働
運
動
な
ど
の
民
衆
運
動
を
爆
発
さ
せ
、
合
作
の
決
裂
後
に
は
多
く
の
犠
牲
を
払

い
つ
つ
武
装
闘
争
に
移
行
、
や
が
て
都
市
の
労
働
者
政
党
か
ら
農
村
を
基
盤
と
し
農
民
を
主
力
と
す
る
党
へ
変
貌
を
と
げ
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た
「
論
争
」
は
以
後
の
三
〇
年
代
や
四
〇
年
代
に
あ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
児
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
事
実
は
何
を
意
味
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
意
思
決
定
に
さ
い
し
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
な
い
場
で
「
論
争
」
は
お
こ
り
え
な
い
。
も
し
政
治
的
な
集
団
が
コ

枚
岩
」
的
な
性
格
を
も
ち
、
「
論
争
」
や
異
議
申
し
立
て
が
許
さ
れ
な
い
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
民
主
主
義
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に

言
え
ば
、
多
く
の
「
論
争
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
共
産
党
に
お
い
て
、
党
内
民
主
主
義
の
存
在
を
確
認
し
検
証
す
る
こ
と

は
可
能
な
こ
と
に
な
る
。
ま
た
三
〇
年
代
以
後
に
こ
う
し
た
論
争
が
消
失
す
る
（
少
な
く
と
も
表
面
化
し
な
い
）
事
態
は
、
党
内
民
主
主
義
の
喪
失

を
想
定
せ
し
め
る
。

　
さ
ら
に
党
内
に
お
い
て
昆
主
主
義
を
実
現
し
え
な
い
革
命
政
党
が
、
国
家
権
力
の
掌
握
後
に
民
主
的
な
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
よ
う
。
社
会
主
義
が
根
底
的
な
批
判
に
直
面
し
、
中
国
に
あ
っ
て
も
民
主
化
が
お
お
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
今
臼
、
「
社
会
主
義
と
民
主
主
義
は
ほ
ん
ら
い
対
立
す
る
も
の
だ
」
と
い
っ
た
非
科
学
的
な
結
論
を
拒
否
す
る
立
場
に
た
つ
な
ら

ば
、
二
〇
年
代
に
は
機
能
し
て
い
た
中
国
共
産
党
の
党
内
民
主
主
義
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
三
〇
年
代
以
後
に
は
な
ぜ
失
わ
れ
て

い
く
の
か
、
そ
の
歴
史
的
過
程
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
中
国
共
産
党
の
党
内
に
お
け
る
論
争
、
さ
ら
に
論
争
を
制
度
的

に
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
の
党
規
約
や
関
連
決
議
の
検
討
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ら
の
畜
類
の
解
明
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

97　（905）



①
　
一
全
大
会
の
論
争
と
マ
ル
ク
ス
主
義
知
識
人
の
思
想
状
況
に
つ
い
て
は
、
石
川

禎
浩
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
伝
播
と
中
国
共
産
党
の
結
成
」
（
狭
間
直
樹
編
『
中
国
国

　
民
革
命
の
研
究
』
　
京
都
大
学
入
文
科
学
研
究
所
　
一
九
九
二
年
三
月
　
所
収
）

参
照
。

②
　
苑
平
・
銚
桓
『
中
国
共
産
党
党
章
研
究
』

　
七
年
五
月
）
一
一
一
頁
。

（
中
共
中
央
党
校
出
版
社
　
一
九
八

98　（906＞

党
内
民
主
主
義
の
初
相
…
…
一
九
［
二
～
二
七
年

　
そ
こ
で
ま
ず
最
初
に
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
共
産
党
の
組
織
原
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
党
の
規
約
か
ら
検
討
し

よ
う
。
共
産
党
は
二
全
犬
会
（
一
九
二
二
年
七
月
）
で
は
じ
め
て
規
約
を
制
定
す
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
採
択
さ
れ
た
「
共
産
党
の
組
織
規
約

に
つ
い
て
の
決
議
案
」
で
は
、
「
集
権
の
精
神
と
鉄
の
規
律
」
、
「
軍
隊
式
の
訓
練
」
、
個
人
の
見
解
を
犠
牲
に
し
て
の
「
党
の
一
致
の
擁
護
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
厳
密
か
つ
集
権
的
な
規
律
あ
る
組
織
と
訓
練
」
の
原
則
と
さ
れ
た
。
ま
た
大
会
が
採
択
し
た
「
中
国
共
産
党
規
約
」
は
、
き
わ
め
て
中
央
集

権
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
本
党
の
党
員
は
、
全
国
大
会
お
よ
び
中
央
執
行
委
員
会
の
議
決
に
絶
対
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
1
8
条
）
。

　
　
下
級
機
関
は
上
級
機
関
の
命
令
を
完
全
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
執
行
し
な
い
場
合
、
上
級
機
関
は
こ
れ
を
解
散
ま
た
は
改
組
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
②

　
　
る
（
第
1
9
条
）
。

　
こ
う
し
た
規
約
・
組
織
原
則
の
成
立
は
、
中
国
共
産
党
が
そ
の
規
約
作
成
に
あ
た
っ
て
、
党
内
民
主
主
義
を
重
要
な
契
機
と
す
る
「
民
主
主

義
的
中
央
集
権
調
」
の
伝
統
を
も
つ
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
ー
ー
ロ
シ
ア
共
産
党
の
規
約
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
中
央
集
権
制
を
強
調
す
る
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
文
献
に
も
と
づ
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
レ
ー
ニ
ン
時
代
に
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
党
に
お
け
る
民
主
集
中
制
と
は

党
員
全
体
に
よ
る
党
の
意
思
形
成
、
意
思
形
成
以
前
に
お
け
る
広
範
な
討
議
、
批
判
の
自
由
、
処
分
よ
り
も
説
得
な
ど
の
党
内
民
主
主
義
を
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

可
欠
な
要
素
と
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
の
文
書
（
た
と
え
ば
「
加
入
条
件
」
）
は
、
中
央
集
権
制
と
軍
事
的
規
律
、
「
鉄
の
規
律
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
各
国
の
共
産
党
に
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
絶
対
的
に
自
由
な
個
人
の
連
帯
を
主
張
し
た
ア
ナ
キ
ス
ト
と
対
抗
す
る
中
で
、
プ
ロ
レ
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ダ
リ
ア
独
裁
論
を
受
け
入
れ
、
共
産
党
創
設
に
む
か
ウ
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
「
鉄
の
規
律
」
は
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
だ
っ
た
ひ
当
時
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
扁
へ
の
言
及
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
中
圏
共
産
党
の
規
約
の
こ
う
し
た
集
権
的
性
格
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
ー
1
ロ
シ
ア
共
産
党
の
「
民
主
集
中
制
」
に
も
と
つ
く
規
約

が
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
あ
と
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
三
年
一
一
月
、
当
時
改
組
を
準
備
し
て
い
た
中
国
国
民
党

は
、
ソ
連
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ボ
ロ
ジ
ソ
が
起
草
し
た
「
中
国
国
民
党
章
程
草
案
」
を
公
表
す
る
が
、
こ
の
草
案
の
骨
格
は
、
明
ら
か
に
ロ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

共
産
党
一
九
ニ
秘
湯
規
約
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
ま
た
二
四
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
国
民
党
一
丸
大
会
は
、
「
大
会
は
国
民
党
の
組
織
原
則
は

民
主
主
義
的
集
権
制
度
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
」
と
し
、
そ
の
内
容
を
「
全
党
党
員
が
共
同
討
議
、
決
議
お
よ
び
選
挙
に
参
与
す
る
制
度
が
、

民
主
主
義
の
実
行
を
保
証
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
討
議
が
終
結
し
、
執
行
機
関
が
議
決
す
れ
ば
、
所
属
の
党
員
は
す
べ
て
そ
れ
ら
の
決
議
案
あ

る
い
は
命
令
を
遵
守
し
実
行
す
る
義
務
を
お
う
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
政
党
の
集
権
温
度
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
「
規
律
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
採
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
共
産
党
に
あ
っ
て
、
こ
の
組
織
原
理
の
規
約
へ
の
明
記
は
、
二
五
年
一
月
に
四
全
大
会
が
採
択
し
た

　
　
　
　
　
　
⑧

第
二
次
修
正
規
約
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
巻
首
に
あ
っ
て
、
中
国
共
産
党
は
自
ら
の
組
織
原
理
と
し
て
民
主
集
中
制
を
定
置
せ
ず
、
党

内
民
主
主
義
を
論
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
時
期
、
党
内
民
主
主
義
の
も
う
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
る
論
争
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
、
い
か
な
る

意
思
決
定
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
実
例
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
第
一
に
、
一
九
二
三
年
の
国
共
合
作
の
全
面
化
を
め
ぐ
る
三
全
大
会
論
争
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
前
年
七
月
の
二
全
大
会
は
反
帝
国
主

義
・
反
軍
閥
の
民
族
民
主
革
命
を
め
ざ
す
戦
略
を
確
定
、
さ
ら
に
八
月
の
中
央
委
員
会
（
杭
州
西
湖
会
議
）
で
、
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
マ
ー
リ
ソ

が
提
案
し
た
国
民
党
へ
の
加
入
（
党
内
合
作
）
戦
術
が
、
む
し
ろ
多
数
を
占
め
て
い
た
反
対
意
見
の
抵
抗
を
抑
え
て
決
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
当
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

国
露
命
へ
の
加
入
は
共
産
党
の
幹
部
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
二
三
年
一
月
、
党
内
合
作
を
支
持
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
決
議
が

も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
二
月
、
党
指
導
下
最
強
の
労
働
組
合
で
あ
っ
た
二
面
鉄
道
総
工
会
の
ス
ト
が
軍
閥
の
武
力
弾
圧
の
前
に
惨
敗
を
喫
し
た
。
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こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
、
共
産
党
は
園
民
党
へ
の
加
入
を
全
党
員
に
広
げ
て
国
共
合
作
を
全
面
化
す
る
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
課
題
を
担
っ
て
二
三
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
の
が
三
全
大
会
で
あ
っ
た
。
党
内
で
は
な
お
、
国
民
党
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
論
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
ー
反
革
命
・
非
革
命
論
の
立
場
か
ら
、
全
党
員
の
国
民
党
加
入
政
策
に
は
反
対
す
る
論
も
根
強
く
、
大
会
で
は
激
論
と
な
っ
た
。
論

争
そ
の
も
の
は
、
國
民
党
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
ど
の
諸
階
級
を
含
む
階
級
連
合
政
党
だ
と
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

革
命
性
も
否
定
し
な
い
陳
独
秀
や
羅
秋
白
ら
の
国
共
合
作
推
進
派
が
多
数
を
占
め
て
、
国
民
党
へ
の
全
党
員
の
加
入
が
決
議
さ
れ
た
。
二
四
年

一
月
の
国
民
党
一
全
大
会
で
、
国
共
合
作
は
正
式
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
論
争
で
指
摘
さ
れ
る
べ
き
は
、
有
力
な
反
対
論
者
の
二
人
、
票
和
森
と
張
国
熊
が
と
も
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
決
議
を
独
自

に
解
釈
し
な
が
ら
反
対
論
を
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
年
の
西
湖
会
議
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
権
威
を
ふ
り
か
ざ
し
た
マ
…
リ
ン
に
膝
を
屈
し

た
二
人
は
、
今
回
は
そ
の
決
議
を
逆
手
に
と
っ
て
抵
抗
を
試
み
た
一
…
「
労
働
者
党
員
ま
で
も
国
民
党
の
旗
の
下
に
お
く
こ
と
は
、
党
の
独
立

性
を
保
持
せ
よ
と
い
う
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
〔
一
月
決
議
〕
に
反
す
る
」
（
察
和
森
）
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
は
、
加
入
済
み
の
共
産
党
員
は

国
民
党
内
に
留
ま
れ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
」
全
党
員
を
加
入
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
、
「
共
産
党
を
発
展
さ
せ
る
唯
一
の
道
は
独
立
行
動

　
　
　
　
⑪

だ
」
（
張
圏
熟
）
。

　
さ
ら
に
、
ほ
か
の
代
表
た
ち
の
発
言
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
理
論
的
枠
組
み
や
党
中
央
の
見
解
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
長
辛
店
の
代
表
は
、
国
民
党
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
だ
と
し
て
加
入
に
反
対
し
た
が
、
国
民
党
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
労
働
者
な
ど
か
ら
な

る
階
級
連
合
政
党
だ
と
す
る
規
定
は
す
で
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
月
決
議
に
見
ら
れ
、
陳
独
秀
も
そ
の
立
場
で
党
機
関
誌
『
翻
導
』
に
論
文
を

公
表
し
て
い
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
、
中
国
革
命
は
世
界
革
命
の
後
で
な
け
れ
ぼ
成
功
し
な
い
、
と
発
言
し
た
が
、
中
国
な
ど
の
被
抑
圧
民
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

革
命
運
動
を
世
界
革
命
の
一
環
と
し
て
重
視
す
る
と
い
う
の
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
中
国
共
産
党
の
立
場
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
逸
脱
偏
は
、
マ
！
リ
ン
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
へ
の
報
告
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
中
国
共
産
党
の
組
織
的
な
未
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
伺
塒
に
、
大
会
と
い
う
党
の
意
思
決
定
の
場
で
、
代
表
た
ち
が
党
中
央
の
見
解
を
正
面
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か
ら
批
判
す
る
y
自
由
な
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
よ
う
σ
し
か
も
、
有
力
な
反
対
論
者
の
一
人
察
和
書
は
、
中
央
委
貫
選
挙
で
陳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

独
秀
に
つ
ぐ
票
数
で
再
選
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
争
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
党
の
統
～
的
な
意
思
決
定
ま
で
は
討
議
は
自
由
で
あ
る
、

と
い
う
党
内
民
主
主
義
の
原
則
が
、
無
自
覚
な
が
ら
も
実
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
党
中
央
の
見
解
に
た
い
す
る
批
判
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
が
党
の
機
関
誌
に
公
表
さ
れ
た
事
例
も
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
三
全
大
会
の

国
共
合
作
戦
略
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
含
む
国
民
党
を
中
心
に
圏
罠
革
命
を
推
進
）
に
た
い
し
、
二
四
年
夏
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
帰
国
し
た
彰
述
之
は
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
論
を
対
置
、
三
全
大
会
戦
略
当
時
の
陳
独
秀
の
論
文
を
正
面
か
ら
批
判
す
る
「
誰
が
中
国
濁
民
革
命
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

導
者
か
し
を
発
表
し
た
（
二
尊
年
一
二
月
）
。
党
の
指
導
者
－
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
た
る
陳
独
秀
の
論
文
を
逐
条
的
に
批
判
し
た
論
文
が

公
開
の
理
論
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
当
然
あ
ら
か
じ
め
陳
漁
猟
の
同
意
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
論
文
は
党

大
会
（
二
五
年
一
月
の
四
全
大
会
）
を
目
前
に
し
た
理
論
的
討
議
の
側
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
初
期
共
産
党
の
党
内
民
主
主
義
の
あ

り
方
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。
論
文
公
表
は
、
陳
独
秀
が
造
面
之
の
批
判
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
、
党
の
内
外
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。
四

全
大
会
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
…
」
論
を
定
式
化
、
国
民
革
命
運
動
の
中
心
を
国
民
党
か
ら
労
働
運
動
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
党
内
民
主
主
義
そ
の
も
の
を
当
時
の
共
産
党
員
た
ち
が
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
党
の
意
思
決
定
を
め
ぐ
る
論
争
に
問
題

が
生
じ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
や
や
時
代
を
く
だ
っ
て
さ
ら
に
二
つ
の
事
例
、
一
九
二
六
年
の
北
伐
論
争
と
、
二
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
盟
秋
白
の
党
中
央
批
判
に
つ
い
て
み
よ
う
。

　
国
共
合
作
の
も
と
反
帝
民
族
運
動
が
高
揚
す
る
中
で
、
二
五
年
七
月
に
成
立
し
た
国
民
政
府
は
、
翌
月
に
は
そ
の
軍
事
力
と
し
て
国
民
革
命

軍
を
編
成
す
る
。
そ
し
て
こ
の
国
民
革
命
軍
の
軍
事
指
導
者
と
し
て
台
頭
し
た
將
介
石
は
、
二
六
年
三
月
の
反
左
派
・
反
共
ク
ー
デ
タ
、
中
山

艦
事
件
を
へ
て
国
民
党
や
政
府
、
軍
の
主
要
な
ポ
ス
ト
を
掌
握
し
、
同
年
七
月
、
北
伐
の
開
始
を
宣
言
し
た
。
ほ
ん
ら
い
共
産
党
は
一
月
に
開

か
れ
た
北
京
特
別
会
議
で
、
北
伐
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
た
が
、
將
介
石
の
権
力
伸
張
は
共
産
党
に
と
っ
て
誤
謬
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
七
月
に
共
産
党
は
、
執
行
委
員
会
拡
大
総
会
を
開
催
し
た
。
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だ
が
、
総
会
は
北
伐
に
た
い
し
て
、
明
確
な
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
総
会
が
公
表
し
た
「
時
局
に
つ
い
て
の
主
張
」
は

北
伐
に
ま
っ
た
く
言
及
せ
ず
、
下
か
ら
の
民
衆
権
力
の
構
築
を
意
味
す
る
国
民
会
議
運
動
を
国
民
革
命
と
し
て
主
張
し
て
い
た
。
採
択
さ
れ
た

「
軍
事
運
動
決
議
案
」
も
、
進
歩
的
な
軍
事
勢
力
を
援
助
す
べ
き
だ
と
言
い
な
が
ら
、
北
伐
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
言
及
を
避
け
た
。
論
争
の

具
体
的
な
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
北
伐
支
持
派
と
反
対
派
が
対
立
す
る
中
で
、
曖
昧
な
決
着
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
想

像
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
そ
し
て
、
こ
の
曖
昧
な
決
着
は
、
党
の
意
思
決
定
に
奇
妙
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
総
会
前
北
伐
反
対
の
論
文
を
発
表
し
て
い
た
総
書
記
陳

独
学
の
見
解
が
な
し
く
ず
し
的
に
優
位
を
し
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
会
議
の
あ
と
八
月
、
北
伐
支
持
派
だ
っ
た
広
東
地
区
委
員
会
の

張
太
雷
は
立
場
を
変
え
て
「
独
秀
の
意
見
は
正
し
い
」
と
い
う
名
の
論
文
を
発
表
、
「
わ
れ
わ
れ
の
誤
り
を
反
省
し
、
な
ん
と
し
て
で
も
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。
同
様
に
北
伐
支
持
の
見
解
を
表
明
し
て
い
た
湖
南
地
区
委
員
会
も
玉
門
秀
の
論
文
な
ど
を
引
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

中
央
と
の
見
解
の
相
違
の
調
整
を
は
か
っ
た
。

　
だ
が
、
同
じ
く
北
伐
支
持
派
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
革
命
理
論
の
中
に
戦
争
を
位
置
づ
け
て
い
た
中
央
政
治
局
員
穰
秋
冬
は
、
張
太
雷
や

湖
南
地
区
委
員
会
の
よ
う
に
自
ら
の
見
解
を
後
退
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
八
月
に
「
北
伐
の
革
命
戦
争
と
し
て
の
意
義
」
と
い
う

論
文
を
執
筆
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
北
伐
の
な
か
で
指
導
権
を
か
ち
と
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
央
機
関
誌
『
糖
導
』

編
集
部
に
送
ら
れ
た
こ
の
原
稿
は
、
掲
載
を
拒
否
さ
れ
た
。
陳
独
秀
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
掲
載
拒
否
は
、
明
ら
か
に
党
内
民
主
主

義
の
も
の
で
は
な
い
。
擢
秋
白
の
論
文
は
、
陳
独
秀
の
見
解
と
対
立
し
て
は
い
て
も
、
中
央
執
行
委
員
会
の
決
議
に
反
し
て
は
い
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
二
七
年
は
じ
め
、
重
罪
白
は
党
中
央
政
治
局
に
お
罷
る
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
決
議
受
け
入
れ
を
め
ぐ
る
申
述
之
と
の
論
争
で
も
敗
れ
、
党
中
央

の
な
か
で
孤
立
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
二
七
年
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
上
海
労
働
者
の
第
二
次
蜂
起
の
失
敗
を
批
判
す
る
な
か
か
ら
反
撃
を
開

始
し
、
三
月
に
か
け
て
『
申
国
革
命
に
お
け
る
争
論
問
題
』
と
題
す
る
原
稿
を
か
き
あ
げ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
す
る
。
彼
慰
こ
の
パ
ン
フ
ン
ッ
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ト
で
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
不
満
を
一
気
に
爆
発
さ
せ
て
党
中
央
を
非
難
、
そ
れ
ま
で
の
路
線
を
日
和
見
主
義
だ
と
し
、
そ
の
原
因
は
陳
独

秀
の
片
腕
の
彰
述
之
に
あ
る
、
二
面
之
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
期
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
だ
と
決
め
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
蒋
介
石
の
四
・
一
ニ
ク
ー
デ
タ
と
南
京
政
権
樹
立
の
の
ち
、
武
漢
で
開
か
れ
た
中
共
五
全
大
会
で
、
雀
秋
桐
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
大
会
代
表
た
ち
に
配
布
し
た
。
そ
れ
は
大
会
の
場
で
、
公
然
た
る
論
争
を
い
ど
む
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
空
前
の
党
中
央
批
判
が
党
大
会
で
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
蒋
介
石
に
よ
る
上
海
ク
ー
デ
タ
以
後
の
革
命
の
危
機
を
ま

え
に
、
新
た
な
議
論
が
も
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
政
治
局
で
孤
立
し
、
な
が
く
論
文
を
公

表
で
き
な
か
っ
た
墨
秋
毫
が
、
党
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
大
会
に
議
論
を
も
ち
こ
み
、
自
ら
の
主
張
を
お
お
や
け
に
で
き
た
こ
と
の
意

義
は
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
躍
秋
意
が
同
じ
政
治
局
員
彰
述
之
に
、
当
時
国
際
共
産
主
義
運
動
の
な
か
で
弾
劾
の
対
象
と
な
っ
て
い

た
「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
ー
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
」
の
レ
ヅ
テ
ル
を
貼
り
、
党
中
枢
の
対
立
を
暴
露
、
党
の
そ
れ
ま
で
の
政
策
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に

弾
劾
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
大
会
で
問
題
と
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
当
時
の
共
産
党
員
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
規
律
に
違

反
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
来
れ
ば
、
共
産
党
は
中
央
集
権
的
色
彩
の
濃
い
規
約
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、
党
大
会
な
ど
に
お
い
て
活
発
な
論
争
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。
三
全
大
会
や
五
七
大
会
の
よ
う
に
、
党
大
会
の
場
で
党
中
央
の
政
策
・
主
張
が
批
判
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
党
内
民
主
主
義
の

存
在
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
組
織
的
な
原
理
と
し
て
規
約
に
確
定
さ
れ
ず
、
共
産
党
員
が
そ
れ
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
論
争
の
あ
り
方
に
限
界
を
あ
た
え
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
機
関
誌
の
場
で
、
党
員
大
衆
に
開
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
か
た
ち
で
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
。
ま
た
総
書
記
の
見
解
（
党
中
央
委
員
会
の
決
定
で
は
な
く
）
に
地
方
組
織
が

服
従
し
、
反
対
意
見
の
機
関
誌
掲
載
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
限
界
が
克
服
さ
れ
る
の
に
は
、
党
内
民
主
主
義
が
組
織
原

理
と
し
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

　
①
　
中
央
樒
案
館
編
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
一
（
中
共
中
央
党
校
出
版
社
　
一
九
　
　
　
　
　
八
九
年
八
月
）
九
一
頁
。
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②
『
中
共
中
央
文
華
選
集
』
一
九
六
頁
。

③
　
た
し
か
に
レ
ー
ニ
ン
は
分
派
の
禁
止
や
党
中
央
の
処
分
権
（
後
述
）
な
ど
を
一

　
九
二
一
年
の
党
大
会
で
認
め
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
時
的
な
非
常
措
置

　
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
党
内
論
争
が
こ
れ
以
後
抑
圧
さ
れ
た
わ
け
で
は

　
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
用
い
る
園
主
主
義
的
中
央
集
権
制
は
、
の
ち
に
ス

　
タ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
、
階
層
的
な
意
思
決
定
の
な
か
で
「
一
枚
岩
」
の

　
党
を
つ
く
り
あ
げ
た
そ
れ
と
は
異
な
る
。
な
お
、
レ
…
ニ
ン
隠
代
の
民
主
集
巾
側

　
に
つ
い
て
は
、
藤
井
一
行
『
民
主
集
中
制
と
党
内
民
主
主
義
ー
レ
ー
ニ
ソ
磯
代

　
の
歴
史
的
考
察
』
（
青
木
書
店
　
一
九
七
八
年
一
一
月
）
参
照
。

④
　
「
加
入
条
件
」
に
は
、
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
所
属
す
る
党
は
、
畏

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
マ

　
主
的
中
央
集
権
制
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在

　
の
よ
う
な
激
し
い
内
乱
の
時
期
に
は
、
党
が
も
っ
と
も
中
央
集
権
的
に
組
織
さ
れ
、

　
党
内
に
軍
当
世
規
律
に
近
い
鉄
の
規
律
が
お
こ
な
わ
れ
、
党
中
央
部
が
、
広
範
な

　
全
権
を
も
ち
、
全
党
貴
の
信
頼
を
得
た
、
権
能
あ
る
、
権
威
あ
る
機
…
捌
で
あ
る
場

　
合
だ
け
、
共
産
党
は
自
分
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る

　
（
村
田
陽
一
編
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
一
　
大
月
韓
店
　
一
九
七
入
年
二

　
月
　
二
～
七
頁
）
。
こ
の
文
需
は
二
全
大
会
の
門
中
国
共
産
党
加
入
第
　
一
睡
際
決

　
議
案
」
の
付
属
文
書
と
し
て
中
蒔
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
自
主
主
義

　
的
中
央
集
権
制
」
は
「
置
鼓
克
乃
西
入
中
央
集
権
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
「
民
主
主
義
的
中
央
災
権
制
」
に
言
及
し
た
文
献
と
し
て
は
、
『
新
出
1
4
年
』
の
九

　
巻
二
号
（
一
九
二
～
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
山
川
均
著
．
周
仏
選
訳
「
社
会
主

　
義
国
家
与
労
働
組
合
」
、
社
会
主
義
青
年
団
の
機
開
誌
『
先
駆
騒
一
七
期
（
一
九
二

　
三
年
五
月
一
〇
日
）
掲
載
の
存
統
「
本
団
的
問
題
」
が
あ
る
。
前
者
で
は
「
労
農

　
政
治
の
漂
鯛
」
と
し
て
「
民
空
的
集
申
」
が
詣
摘
き
れ
、
「
粗
織
の
集
中
は
上
か
ら

　
官
僚
主
義
的
に
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
下
か
ら
艮
主
的
に
行
な
わ
れ
る
」
と

　
の
簡
単
な
紹
介
が
見
ら
れ
る
。
後
者
で
は
、
細
胞
か
ら
全
園
大
会
へ
の
意
思
決
定

　
の
積
み
上
げ
、
決
定
へ
の
服
従
、
上
級
へ
の
異
議
申
し
立
て
権
な
ど
が
「
民
主
的

　
集
中
」
の
内
容
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
要
な
論
点
は
や
は
り
決
定

　
へ
の
「
絶
対
服
従
」
に
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
存
在
は
、
京
大
人
文
研
石
川
禎
浩

　
氏
の
教
示
に
よ
る
。

⑥
「
中
国
照
覧
党
章
程
草
案
」
（
『
躍
民
党
逓
刊
』
～
期
一
九
二
三
年
　
一
月
二

　
五
日
）
。
な
お
、
こ
の
草
案
は
、
国
民
党
一
全
大
会
で
い
く
つ
か
の
修
正
を
へ
た

　
の
ち
、
「
舎
営
麟
斑
党
総
章
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
（
中
国
第
二
歴
史
撹
案
館
編

　
『
巾
国
国
民
党
纂
一
二
一
次
全
国
代
表
大
会
会
議
史
料
』
上
　
江
蘇
古
籍
出
版
社

　
　
一
九
八
六
年
九
月
　
九
一
～
一
〇
一
百
ハ
）
。
　
μ
シ
ァ
共
産
党
の
二
二
年
規
約
に

　
つ
い
て
は
、
醸
…
井
晶
別
掲
漁
同
工
六
訟
一
～
七
＝
　
頁
。

⑦
　
前
掲
『
中
國
国
民
党
第
一
・
二
次
全
国
代
表
火
会
会
議
史
料
』
上
　
二
八
頁
。

⑧
「
中
国
共
産
党
第
二
次
修
正
章
程
」
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
一
三
入
三
～

　
八
九
頁
）
。

⑨
以
下
、
三
全
火
会
論
争
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
江
田
憲
治
「
陳
独
秀
と
『
二
圓

　
下
魚
・
命
論
』
の
形
成
」
（
『
東
串
刀
脚
ず
報
』
’
兄
都
　
　
山
側
一
旬
捌
）
参
昭
酬
。

⑩
こ
の
決
議
は
、
国
斑
党
は
「
～
部
は
自
由
主
義
的
．
畏
主
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア

　
ジ
ー
と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
立
脚
し
、
一
部
は
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
労
働
者

　
に
立
脚
」
す
る
「
中
年
に
お
け
る
唯
一
の
民
族
革
命
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
り
、
「
今

　
日
の
条
件
の
も
と
で
は
、
中
国
共
産
党
員
が
国
民
党
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
、
適

　
切
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
（
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
二
　
三
七
三
頁
）
。

⑪
「
斯
内
記
利
特
〔
マ
ー
リ
ソ
）
筆
記
一
中
隈
共
産
党
第
三
次
代
衷
大
会
関
於

　
圏
共
合
作
問
題
的
討
論
」
（
李
玉
貞
・
杜
魏
華
編
『
馬
林
与
第
一
次
閏
共
合
作
』
光

　
明
臼
報
嵐
版
祇
　
一
九
八
九
年
九
月
　
二
三
九
～
照
二
頁
）
。

⑫
　
　
「
車
内
み
天
利
特
箏
｝
茄
龍
」
　
（
『
置
局
林
緯
糸
粥
一
次
落
馬
ハ
ム
無
作
』
　
二
＝
丁
八
、
　
二
～
二
山
ハ
【
貝
）
。

⑬
　
　
「
致
共
産
圏
際
執
行
委
員
会
的
儒
」
（
『
馬
林
与
第
一
次
国
共
習
作
』
二
四
八
　
貝
）
。

⑭
論
義
「
、
中
國
共
産
党
歴
史
概
論
」
（
『
中
共
党
史
報
告
選
編
』
　
中
共
中
央
党
佼

　
出
版
社
　
一
九
八
二
年
九
月
　
一
七
六
頁
）
。
な
お
、
も
う
一
人
の
反
対
派
で
あ

　
る
島
国
叢
は
中
央
委
員
選
挙
で
落
選
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
感
官
合
作
の
全
葡
化

104　（912）



　
に
反
対
し
た
か
ら
で
は
な
・
＼
か
れ
が
党
内
で
分
派
〔
小
団
体
〕
活
動
を
お
こ
な

　
つ
た
こ
と
が
大
会
で
雰
難
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
（
屋
下
秀
「
在
中
騨
共
産
党
第
三

　
次
全
国
代
表
大
会
上
的
報
告
」
『
申
共
中
央
文
件
選
集
』
一
　
一
七
二
頁
、
「
致
共

　
産
国
際
執
行
委
員
会
的
信
」
『
馬
林
与
第
一
次
園
共
合
作
』
二
四
三
～
四
四
頁
）
。

　
た
だ
し
、
こ
の
暗
張
国
蕪
は
、
陳
独
秀
の
大
会
報
告
に
よ
る
批
鞠
、
中
央
委
員
選

　
挙
落
選
以
外
に
、
何
の
処
罰
も
受
け
て
は
い
な
い
。

⑮
陳
独
秀
「
中
国
国
民
革
命
与
社
会
各
階
級
」
（
『
前
里
』
二
期
一
九
二
三
年
一

　
二
月
一
日
）
、
陳
述
之
「
誰
藩
中
国
岡
民
革
命
之
領
導
者
）
・
」
（
『
新
青
年
』
季
刊

　
四
期
　
｝
九
一
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
）
。

⑯
　
以
下
、
北
伐
論
争
と
腿
秋
白
の
党
中
央
批
判
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
注
記
な
き

　
場
合
は
、
黒
八
憲
治
「
鷺
秋
冷
と
国
民
輩
命
」
（
狭
間
直
樹
編
『
中
国
国
畏
革
命

　
の
研
究
』
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
　
一
九
九
二
年
三
月
目
参
照
。

⑰
独
秀
「
論
国
民
政
府
之
北
伐
」
（
『
衡
導
』
一
六
一
期
一
九
二
六
年
七
月
七
日
）
。

⑬
大
饗
「
此
次
広
東
出
師
之
意
義
」
（
中
共
広
東
区
委
員
会
『
人
斑
遷
移
』
＝
へ

　
期
　
一
九
二
六
年
七
月
八
臼
）
、
大
「
独
秀
的
意
見
王
覇
的
」
（
同
一
八
期
　
八
月

　
一
二
田
）
。

⑲
雲
上
「
北
伐
的
意
義
与
谷
階
級
民
衆
応
有
的
覚
悟
」
（
中
共
湖
南
区
委
員
会
『
戦

　
士
』
一
憲
期
　
一
九
二
六
年
十
月
二
〇
日
）
、
中
園
共
産
党
湖
南
区
執
行
委
員
会

　
「
対
湖
南
政
局
官
…
言
」
（
『
戦
士
』
エ
ハ
期
　
八
月
P
日
）
。

⑳
　
こ
う
し
た
論
争
の
タ
イ
プ
は
、
機
関
誌
に
お
い
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ

　
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
連
合
す
る
国
罠
革
命
を
主
張
し
た
陳
独
秀
の
論
文
「
造
国
論
」

　
を
め
ぐ
る
論
争
（
『
側
導
』
二
、
四
期
　
一
九
二
二
年
九
月
工
○
碍
、
　
｝
○
月
隣

　
濤
）
、
党
内
誌
で
は
『
中
央
政
治
灘
訊
』
に
お
け
る
党
中
央
と
広
東
省
委
の
国
民
党

　
左
派
評
価
に
つ
い
て
の
論
争
（
二
六
年
占
～
　
二
月
）
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
（
竹
内
実
編
『
中
等
近
境
代
論
争
年
表
』
上
陽
野
禽
　
一
九
九
二
年
一
一
月
）
。

二
　
党
内
民
主
主
義
の
展
開
－
【
九
二
七
～
二
八
年

中国共産党の党内昆主主義（江田）

　
統
一
戦
線
か
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
離
脱
i
蒋
介
石
の
上
海
ク
ー
デ
タ
に
直
面
し
た
中
国
共
産
党
は
、
一
九
二
七
年
四
月
、
五
全
大
会

で
国
民
党
左
派
と
の
合
作
維
持
の
も
と
で
の
革
命
の
深
化
と
い
う
方
針
を
決
定
す
る
。
こ
の
左
派
と
の
合
作
維
持
は
モ
ス
ク
ワ
の
指
令
の
も
と

至
上
命
題
と
な
り
、
波
ら
は
動
揺
す
る
国
民
党
左
派
政
権
の
政
策
（
蒋
介
石
と
の
対
決
圓
避
、
労
働
運
動
規
制
、
土
地
問
題
の
解
決
先
送
り
な
ど
）
に
譲

歩
す
る
道
を
歩
ん
だ
。
だ
が
こ
う
し
た
譲
歩
政
策
も
、
左
派
政
権
下
の
軍
人
の
反
共
反
乱
、
さ
ら
に
は
左
派
自
体
の
「
分
共
」
決
議
に
よ
っ
て

破
綻
し
た
。
七
月
下
旬
、
共
産
党
は
国
昆
党
政
権
打
倒
を
め
ざ
す
武
装
暴
動
路
線
へ
と
急
カ
ー
ブ
を
き
り
、
八
月
漢
口
に
緊
急
会
議
を
招
集
、

新
執
行
部
を
選
出
す
る
。
い
わ
ゆ
る
八
七
会
議
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
国
民
革
命
が
高
潮
期
か
ら
共
産
党
に
と
っ
て
の
敗
北
に
終
わ
り
、
共
産
党
が
新
た
な
路
線
を
選
択
し
た
時
期
、
中
園
共
産
党
の
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文
書
に
注
目
す
べ
き
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
が
党
内
民
主
主
義
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
二
七
年
六
月
一
業
、
中
央
政
治
局
が
採
択
し
た
「
中
国
共
産
党
第
三
次
修
正
規
約
案
」
で
あ
る
。
こ

の
新
規
約
（
以
下
二
七
年
規
約
案
）
は
、
同
じ
く
修
正
規
約
と
い
う
も
の
の
、
第
一
次
、
第
二
次
の
そ
れ
が
二
二
年
規
約
に
小
幅
な
修
正
を
加
え

た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
構
成
や
組
織
原
理
の
う
え
で
大
き
な
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
そ
の
第
一
条
で
は
、
党
員

は
「
党
の
一
定
の
組
織
で
活
動
す
る
」
こ
と
と
し
て
、
か
の
レ
ー
ニ
ン
の
党
員
資
格
の
原
則
が
取
り
入
ら
れ
、
ま
た
第
＝
一
条
で
は
「
警
部
の

指
導
原
則
は
民
主
集
中
制
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
党
内
の
規
律
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

　
　
党
の
規
律
を
厳
格
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
全
党
員
お
よ
び
全
党
部
の
も
っ
と
も
基
本
的
か
つ
も
っ
と
も
重
要
な
義
務
で
あ
る
。
党
部
機
関
の
決
議
は
、
敏

　
　
速
か
つ
正
確
に
執
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
党
内
の
す
べ
て
の
論
争
問
題
は
、
決
定
以
前
に
あ
っ
て
は
ま
っ
た
く
自
由
に
討
議
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
（
第
6
5
条
　
傍
線
引
用
者
）
。

　
こ
の
規
定
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
の
一
九
二
二
年
規
約
、
つ
ま
り
レ
ー
ニ
ン
時
代
最
後
の
党
規
約
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
レ
ー
ニ
ン
が
党
員
の
異
議
申
し
立
て
の
処
理
機
関
と
し
て
構
想
し
た
統
制
委
員
会
（
中
国
共
産
党
で
は
監
察
委
員
会
）
の
設
置
、

党
大
会
に
お
け
る
中
央
機
関
の
報
告
の
討
議
と
承
認
な
ど
の
条
項
を
ふ
く
め
、
中
国
党
の
二
七
年
規
約
案
は
、
ロ
シ
ア
党
の
二
二
年
規
約
一

国
民
党
の
党
規
約
が
参
照
し
た
も
の
一
の
主
要
部
分
を
引
き
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
九

〇
五
年
に
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
た
民
主
集
中
制
の
思
想
は
、
中
国
共
産
党
の
成
立
後
五
年
た
っ
て
、
よ
う
や
く
党
の
文
献
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
規
約
が
た
だ
ち
に
共
産
党
の
党
内
民
主
主
義
を
活
性
化
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
二
七
年
規
約
案
の
意
義
は
、

次
に
見
る
八
七
会
議
採
択
の
「
全
党
党
員
に
告
げ
る
書
」
が
指
弾
し
た
、
転
籍
秀
指
導
下
の
譲
歩
路
線
一
日
和
見
主
義
の
背
景
と
し
て
の
、
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

内
民
主
主
義
の
欠
如
の
指
摘
を
可
能
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
　
中
央
は
大
衆
の
監
督
を
受
け
ず
、
大
衆
に
報
告
も
せ
ず
、
党
の
政
策
を
一
般
党
員
の
討
議
に
付
さ
な
か
っ
た
。
党
内
は
ま
っ
た
く
宗
法
社
会
制
度
で
あ
っ
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て
、
す
べ
て
の
問
題
は
党
の
上
層
の
指
導
者
だ
け
が
決
定
し
、
し
か
も
「
首
領
」
の
意
見
は
つ
ね
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
ば
か
り

　
　
か
、
そ
の
つ
ど
無
条
件
に
正
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
て
、
党
内
民
主
主
義
〔
党
内
的
畏
権
主
義
〕
は
ま
っ
た
く
の
空
文
と
な
っ
た
。

　
中
国
共
産
党
が
こ
れ
ま
で
党
内
民
主
主
義
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
全
党
党

員
に
告
げ
る
書
」
が
「
党
内
民
主
主
義
は
ま
っ
た
く
の
空
文
と
な
っ
た
〔
変
成
空
話
ご
と
述
べ
、
そ
れ
を
あ
り
得
た
は
ず
の
も
の
と
し
て
持
ち

出
し
て
い
る
の
は
、
二
七
年
規
約
案
に
登
場
し
た
民
主
集
中
制
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
民
主
主
義
規
定
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
党
内
民
主
主
義
導
入
が
は
か
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
背
景
に
は
、
「
党
員
に
告
げ
る
書
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
新
任
の
コ
ミ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
ン
代
表
ロ
ミ
ナ
ー
ゼ
が
「
以
後
わ
が
党
の
指
導
は
集
団
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
家
父
長
〔
族
長
〕
化
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、

車
留
秀
の
「
家
父
長
的
な
」
指
導
に
対
す
る
糾
弾
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
避
寒
秀
の
「
家
父
長
制
」
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
党
内
民
主
主

義
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
事
実
と
し
て
二
七
年
五
、
六
月
当
時
、
陳
独
秀
ら
党
指
導
部
の
意
思
決
定
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指

令
や
そ
の
代
表
た
ち
の
見
解
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
お
り
、
党
の
政
策
の
全
て
を
陳
独
走
が
左
右
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
へ
の
批
判
を
一
切
許
さ
ず
、
革
命
敗
北
の
責
任
を
陳
一
人
に
お
し
つ
け
、
ま
た
彼
に
弁
明
す
る
権
利
を
認
め
な
か
っ
た
会
議
の
非
民
主
的

な
あ
り
方
が
、
逆
に
党
内
民
主
主
義
の
組
織
原
理
を
共
産
党
に
も
た
ら
し
た
。

　
　
政
治
的
な
抑
圧
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
が
、
そ
れ
で
も
活
動
の
中
で
党
の
民
主
主
義
〔
民
権
主
義
〕
を
実
現
し
、
党
の
政
策
を
党
員
大
衆
の
な
か
で
討
議
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
せ
、
下
級
党
部
で
討
議
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
「
全
党
党
員
に
告
げ
る
書
」
）
。

　
　
現
在
の
非
合
法
状
態
に
あ
っ
て
は
、
最
大
限
度
の
集
権
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
集
権
制
度
が
党
内
の
昆
主
主
義
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
ら
な
い
（
「
組
織
問
題
決
議
案
」
）
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
八
七
会
議
が
選
出
し
た
雀
秋
白
ら
新
指
導
部
は
、
そ
の
「
中
央
通
告
」
で
「
党
の
政
策
問
題
は
、
党
員
お
よ
び
青
年
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
し
て
討
議
に
参
加
せ
し
め
、
そ
う
す
る
こ
と
で
真
の
革
命
的
意
義
を
も
つ
党
内
民
主
主
義
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま

た
党
内
誌
『
中
央
通
訊
』
は
「
党
の
政
策
を
説
明
し
、
党
の
誤
り
を
批
判
し
、
党
員
の
党
内
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
資
料
な
ど
を
掲
載
す
る
」
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⑦

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
日
和
見
主
義
の
清
算
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
政
策
に
向
け
て
も
党
内
討
議
を
、
党
員
大
衆
に
開
か
れ
た
か

た
ち
で
実
行
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
リ
シ
エ
ヴ
イ
キ

　
た
と
え
ば
、
影
時
の
共
産
党
に
と
っ
て
最
重
要
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
土
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
央
機
関
誌
『
布
爾
塞
維
克
』
第
六

期
（
一
九
二
七
年
＝
月
二
八
濤
）
に
、
立
夫
（
狸
秋
白
）
「
中
墨
共
産
党
土
地
問
題
党
綱
草
案
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
編
集
者
の

ま
え
が
き
が
付
さ
れ
て
い
た
。

　
　
本
草
案
は
立
夫
同
志
が
起
草
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
各
位
の
公
開
討
論
を
も
と
め
た
う
え
で
、
第
六
圓
全
聖
代
蓑
大
会
に
お
け
る
最
終
的
決
定
に
待
つ

　
　
も
の
で
あ
る
。
同
志
た
ち
に
意
見
・
修
正
・
補
充
、
ま
た
理
論
分
析
上
の
修
正
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
白
ら
ま
と
ま
っ
た
草
案
を
提
出
す
る
場
合
は
、

　
　
そ
れ
ら
は
す
べ
て
本
誌
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
全
党
員
に
た
い
す
る
こ
う
し
た
「
公
開
討
論
」
の
よ
び
か
け
は
前
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
党
内
の
す
べ
て
の
論
争
問
題
は
、

決
定
以
前
に
あ
っ
て
は
ま
っ
た
く
自
由
に
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
二
七
年
規
約
案
の
精
神
、
そ
し
て
八
七
会
議
の
党
内
民
主
主
義

の
主
張
の
実
現
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
こ
れ
以
後
の
『
布
爾
軍
畑
克
』
の
読
者
投
稿
欄
や
「
中
国
土
地
問
題
と
土
地
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

命
」
と
い
う
論
争
用
の
欄
に
は
、
い
く
つ
か
の
論
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
八
七
会
議
以
降
に
は
、
党
中
央
か
ら
排
除
さ
れ
た
か
つ
て
の
指
導
者
た
ち
の
見
解
が
公
表
さ
れ
え
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
の

一
例
が
陳
独
秀
の
党
中
央
批
判
の
党
内
誌
掲
載
で
あ
る
。
彼
が
武
装
暴
動
に
よ
る
政
権
奪
取
を
「
幻
想
」
と
批
判
し
た
（
一
一
月
一
一
百
付
）
書

簡
、
広
州
蜂
起
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
反
対
し
た
（
＝
一
月
一
三
日
付
）
書
簡
も
、
党
中
央
の
反
論
と
と
も
に
、
『
中
央
政
治
通
訊
』
（
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
『
中
央
通
訊
』
、
一
四
期
か
ら
改
名
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
二
八
年
五
月
に
は
、
面
白
之
の
『
中
国
革
命
の
根
本
問
題
』
が
再
刊
さ
れ
、
つ
い
で
輪
宝
白
の
『
中
国
革
命
に
お
け
る
争
論
問
題
』

も
再
刊
さ
れ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
捲
秋
白
の
著
書
（
｝
九
二
七
年
瞑
月
）
は
彰
述
之
に
激
し
い
攻
撃
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
彰
の
著
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
雀
の
批
判
の
あ
と
で
書
か
れ
て
い
る
（
二
七
年
五
月
）
。
当
時
党
の
指
導
部
に
あ
っ
た
崔
秋
白
の
著
書
は
と
も
か
く
、
彼
の
論
敵
に
位
置
し
、
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⑪

し
か
も
党
中
央
委
員
を
解
任
さ
れ
た
ぽ
か
り
の
詳
述
之
の
も
の
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
も
な
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
六

畜
大
会
に
向
け
て
、
広
範
な
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
も
彰
述
之
が
党
内
理
論
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
よ
う
。
彰
述
之
の
著
作
の
序
文
で
、
中
共
中
央
党
報
委
員
会
は
、
彰
述
之
に
あ
ら
た
め
て
意
見
を
公
表
す
る
こ
と
を
要
講
し
て
い

　
　
　
　
〔
4
3
・

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
八
七
会
議
以
前
の
政
治
局
メ
ン
バ
ー
で
唯
一
除
名
さ
れ
た
諌
平
山
は
、
党
中
央
に
書
簡
を
送
り
（
二
八
年
二
月
＝
臼
付
）
、
中
国
の
現

状
は
慨
シ
ア
革
命
で
い
え
ば
一
九
〇
五
～
一
七
年
四
月
以
前
の
段
階
に
あ
る
の
に
、
共
産
党
の
政
策
は
ロ
シ
ア
革
命
で
一
七
年
四
月
以
降
の
も

の
だ
、
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
共
産
党
は
こ
の
書
簡
を
二
八
年
六
月
の
機
関
誌
『
布
爾
塞
維
克
』
の
投
稿
欄
に
掲
載
し
、
反
論
の
文

章
を
付
し
た
。
共
産
党
中
央
は
、
同
年
三
月
の
時
点
で
編
集
部
に
書
簡
を
送
付
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
公
表
も
元
々
は
、
六
全
大
会
（
同
年
六

月
）
に
向
け
た
理
論
討
議
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
な
お
、
課
平
山
を
「
先
生
」
づ
け
で
呼
ぶ
反
論
の
文
章
は
、
除

名
者
に
た
い
す
る
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
丁
寧
な
論
調
で
あ
り
、
除
名
者
の
党
批
判
が
こ
う
し
た
か
た
ち
で
党
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

他
に
例
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
党
内
討
議
が
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
樹
立
を
め
ざ
す
武
装
暴
動
の
試
み
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
失
敗
し
て
い
く
中
で
、
混
乱
な
く

実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
党
内
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
党
中
央
の
政
策
自
体
が
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
二
七
年
二

月
、
い
わ
ゆ
る
「
間
断
な
き
革
命
」
論
を
提
起
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
革
命
と
武
装
暴
動
路
線
を
確
認
し
た
中
共
中
央
臨
時
政
治
局
拡
大
会
議
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

党
の
民
主
集
中
制
の
確
立
、
党
組
織
の
民
主
主
義
化
を
主
張
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
原
則
か
ら
は
逸
脱
す
る
「
政
治
規
律
決
議
」
を
採
択
し
た
。

す
な
わ
ち
、
南
昌
蜂
起
後
の
粛
党
行
動
を
理
由
に
諏
平
山
を
除
名
、
同
じ
く
南
愚
蜂
起
の
際
の
命
令
違
反
を
も
っ
て
張
国
藤
を
臨
時
政
治
局
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

補
委
員
・
中
央
執
行
委
員
か
ら
解
任
す
る
な
ど
の
処
分
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
ん
ら
い
二
七
年
規
約
案
に
よ
れ
ば
、
党
員
の
除
名
は
、

所
属
す
る
支
部
大
会
や
省
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
中
央
執
行
委
員
の
解
任
は
選
出
母
体
で
あ
る
全
国
大
会
に
よ
っ

て
の
み
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ら
の
除
名
。
解
任
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
二
一
年
に
「
非
常
措
置
」
と
し
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⑯

て
ロ
シ
ア
共
産
党
が
導
入
し
た
中
央
委
員
会
の
「
処
分
権
」
の
援
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
後
に
党
内
民
主
主
義
が
後
退
し
て
い
く
中
で
、

破
壊
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
地
方
組
織
で
も
党
内
民
主
主
義
の
実
行
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
強
行
の
す
え
散
々
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
二
七
年
＝
月
の
武
漢
暴
動
の

の
ち
、
＝
一
月
、
党
中
央
は
、
敗
北
の
原
因
は
指
導
部
の
日
和
見
主
義
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
共
産
主
義
青
年
団
湖
北
省
慮
の
報
告
を
う
け
、

両
湖
巡
視
員
（
も
と
長
江
局
書
記
）
羅
亦
農
お
よ
び
党
省
委
常
務
委
員
会
の
職
権
を
停
止
、
中
央
湖
北
特
別
委
員
会
を
派
遣
し
て
、
湖
北
省
委
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

大
会
議
を
開
催
さ
せ
た
。
羅
亦
農
の
出
席
を
許
さ
な
か
っ
た
そ
れ
は
、
い
わ
ぼ
下
部
党
員
に
よ
る
旧
指
導
部
糾
弾
の
場
と
な
っ
た
。
拡
大
会
議

（一

�
肢
齊
l
日
）
は
激
論
を
へ
て
羅
亦
農
や
省
筆
書
記
主
導
年
ら
の
誤
り
を
門
日
和
見
主
義
」
と
規
定
、
彼
ら
旧
指
導
部
を
排
除
し
た
新
指
導

部
を
選
出
し
た
。
し
か
も
省
レ
ベ
ル
の
会
議
で
あ
り
な
が
ら
、
羅
亦
農
と
陳
喬
年
を
中
央
委
員
か
ら
解
任
す
る
こ
と
ま
で
決
議
さ
れ
か
け
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
あ
る
（
こ
れ
は
反
紺
派
の
指
摘
に
よ
り
中
央
へ
の
解
任
要
求
決
議
に
改
め
ら
れ
た
）
。
た
だ
し
、
こ
の
決
議
を
う
け
て
一
二
月
二
四
日
に
開
か
れ
た
中

央
政
治
局
会
議
は
、
羅
亦
農
、
陳
中
年
ら
の
誤
り
は
日
和
見
主
義
で
は
な
い
、
と
す
る
決
定
を
行
な
っ
て
中
央
委
員
解
任
要
求
は
却
下
し
て
い

る
。
ま
た
、
党
中
央
は
翌
年
一
月
、
省
委
拡
大
会
議
の
責
任
者
で
あ
っ
た
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
二
人
を
湖
北
か
ら
転
出
さ
せ
る
処

　
　
　
⑲

分
を
し
た
。

　
二
七
年
一
二
月
一
一
日
か
ら
＝
二
日
に
か
け
て
、
わ
ず
か
三
日
闇
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
に
終
わ
っ
た
広
州
蜂
起
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
翌

年
一
月
、
広
東
省
委
員
会
と
中
央
政
治
局
の
間
で
論
争
が
お
こ
っ
た
。
広
東
省
委
が
蜂
起
の
失
敗
の
原
因
と
指
導
機
関
の
誤
り
に
重
点
を
お
い

て
総
括
、
責
任
者
の
処
罰
を
お
こ
な
っ
た
の
に
た
い
し
、
党
中
央
政
治
局
は
む
し
ろ
蜂
起
の
政
治
的
歴
史
的
意
義
を
強
調
す
る
決
議
を
採
択
し

　
　
　
　
　
㊧

た
か
ら
で
あ
る
。
広
東
省
委
の
態
度
は
か
な
り
強
硬
で
あ
り
、
中
央
の
決
議
の
事
実
誤
認
を
列
挙
し
、
自
ら
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
中
央
が
訂

正
決
議
を
出
し
、
そ
れ
を
党
内
誌
『
中
央
政
治
通
認
』
に
掲
載
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
中
央
も
二
度
に
わ
た
り
書
簡
を
お

く
っ
て
反
論
し
、
最
終
的
に
は
、
中
央
の
決
議
へ
の
服
従
と
省
委
決
議
案
の
下
部
討
議
の
停
止
を
要
求
、
な
お
反
対
意
見
が
あ
る
場
合
は
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
像

の
省
委
拡
大
会
議
で
述
べ
る
よ
う
通
告
し
た
。
こ
の
論
争
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
書
記
代
理
郵
中
夏
の
も
と
で
開
か
れ
た
広
東
省
委
拡
大
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会
議
が
、
中
央
の
決
議
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
以
後
の
宣
伝
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
を
受
け
入
れ
た
こ
と
、
中
央
が
自
ら
の
蜂
起
評
価
を
堅
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
な
が
ら
、
一
部
広
東
省
委
の
見
解
を
取
入
れ
、
ま
た
事
実
誤
認
に
つ
い
て
も
訂
正
し
た
補
充
決
議
を
出
し
た
こ
と
で
決
着
を
み
た
。

　
こ
う
し
た
蜂
起
失
敗
の
総
括
を
め
ぐ
る
党
内
論
争
の
事
例
か
ら
は
、
の
ち
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
八
七
会
議
後
の
「
懲
罰
主
義
」
の
う

ち
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
は
、
地
方
組
織
に
あ
っ
て
地
方
党
指
導
部
に
た
い
す
る
下
部
か
ら
の
批
判
・
不
満
が
党
内
民
主
主
義
の
枠
を
は
み

出
し
て
噴
出
し
た
と
き
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
取
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
地
方
に
お
け
る
論
争
も
主
要
な
決
議
、
通

告
、
書
簡
な
ど
が
『
中
央
政
治
通
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
論
争
に
お
け
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
公
開
性
は
保
持
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
蜂
起
の
度
重
な
る
失
敗
を
背
景
に
、
二
八
年
六
月
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
中
共
焦
慮
大
会
は
、
雀
秋
白
の
指
導
の

総
括
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
戦
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。
す
で
に
同
年
二
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
、
雛
群
肝
指
導
下
の
中
央
指
導
部
が
と
っ
て
い

た
革
命
論
i
「
間
断
な
き
革
命
」
論
を
批
判
し
、
中
国
共
産
党
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
・
大
会
で
政
治
報
告
を
お
こ
な
っ
た

盟
秋
白
は
抵
抗
を
試
み
る
。
「
間
断
な
き
革
命
レ
論
を
擁
護
し
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
「
革
命
高
潮
」
論
を
堅
持
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

一
省
も
し
く
は
数
省
の
政
権
奪
取
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
鋭
い
批
判
を
あ
び
せ
た
の
が
露
華
森
で
あ
っ
た
。
画
讃
森
は
、
革
命
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

潮
を
主
張
す
る
覆
秋
白
の
論
拠
を
一
つ
ひ
と
つ
反
駁
し
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
論
争
の
結
果
大
会
は
、
中
国
革
命
の

現
段
階
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
で
あ
り
、
「
間
断
な
き
革
命
」
論
は
誤
り
で
あ
る
、
革
命
の
高
潮
は
す
ぎ
さ
り
、
現
在
革
命
の
高
潮
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

労
農
革
命
発
展
の
不
均
衡
は
在
存
し
な
い
、
と
す
る
決
議
を
採
択
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
す
れ
ば
、
こ
の
六
全
大
会
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
二
〇
年
代
を
つ
う
じ
た
中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
の
通
例
、
す
な
わ
ち
大
会
に
お
け

る
論
争
、
そ
れ
に
よ
る
路
線
転
換
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
七
年
後
半
以
降
の
こ
の
時
期
、
党
の
内
外
に
開
か
れ
た
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
、
党
の
下
部
組
織
か
ら
大
会
に
い
た
る
ま
で
（
時
に
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
も
）
が
論
争
を
通
し
て
の
政
策
決
定
の
場
と
な
っ
た
こ
と
、
中
央

と
地
方
の
間
の
論
争
も
必
ず
し
も
後
者
の
前
者
に
た
い
す
る
服
従
だ
け
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
懲
罰
主

義
」
や
「
命
令
主
義
」
を
も
っ
て
非
難
さ
れ
て
き
た
雀
秋
口
の
時
代
は
、
同
時
に
党
内
民
主
主
義
が
も
っ
と
も
可
能
性
を
も
っ
た
時
期
で
も
あ
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つ
た
の
で
あ
る
。

）；．

1“

が
N

こ
う
し
た
時
期
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

II2 （920）

①
　
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
三
　
～
四
二
～
五
五
頁
。
す
で
に
五
全
大
会
は
、
党

　
員
数
の
激
増
な
ど
を
根
拠
に
旧
規
約
の
改
訂
，
補
充
を
決
議
し
て
お
り
（
同
前
書

　
八
八
頁
）
、
こ
の
決
議
に
も
と
づ
い
た
規
約
修
正
案
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
中
共
中
央
党
史
料
徴
集
萎
員
会
他
筆
『
八
七
会
議
』
（
中
共
党
曳
資
料
出
版
社

　
一
・
九
八
山
ハ
年
一
〇
月
）
一
二
四
…
～
一
鑑
五
岡
貝
。

③
　
　
「
共
産
国
際
代
表
蓋
明
納
戴
〔
ロ
ミ
ナ
…
ゼ
〕
的
綴
告
」
（
『
八
七
会
議
』
五
五

　
頁
）
。

④
　
　
『
八
七
ム
群
議
』
一
網
山
開
百
ハ
。

⑤
『
八
七
会
議
』
鴎
六
頁
。

⑥
「
中
央
通
告
第
一
号
」
（
『
八
七
会
議
』
一
一
九
頁
）
。

⑦
「
中
央
通
告
㌶
四
号
」
（
『
八
七
会
議
』
＝
二
九
頁
）
。

⑧
忠
益
「
閨
於
土
地
問
題
党
綱
的
討
論
」
（
『
布
爾
塞
維
克
』
一
曲
期
～
九
二
八

　
年
一
月
一
山
ハ
日
）
、
　
星
口
唱
「
撒
雌
止
立
出
く
騰
凹
出
心
的
↓
山
畑
鵡
腰
間
題
党
綱
草
庶
｛
N
描
後
」
（
副
一

　
五
、
　
｝
八
、
一
九
期
　
一
月
三
〇
日
、
二
月
エ
○
日
、
二
七
日
）
Q

⑨
「
陳
独
演
来
信
」
「
中
央
復
確
論
秀
函
」
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
三
五
五

　
〇
～
五
七
頁
）
、
「
嚢
虫
来
信
（
三
）
」
　
門
中
央
常
職
致
広
東
仲
甫
的
信
」
（
中
共
中

　
央
願
意
資
料
徴
集
委
員
会
他
編
『
広
州
起
義
』
中
央
党
史
資
料
嵐
版
社
　
一
九
八

　
八
年
五
月
　
　
三
八
～
四
一
頁
）
。

⑩
　
中
共
中
央
蘭
書
処
編
『
帝
大
以
前
　
　
党
酌
歴
史
材
料
』
（
人
斑
繊
版
祉
　
一

　
九
八
○
年
九
月
）
四
脚
七
～
八
〇
五
頁
。

⑪
　
中
富
人
民
大
学
福
案
系
中
国
政
治
制
度
史
研
究
室
編
『
中
気
共
産
党
機
関
発
展

　
史
参
考
資
料
』
第
一
輯
（
中
圏
人
民
大
学
　
～
九
八
三
年
一
〇
月
）
三
｝
九
頁
。

　
癬
任
は
政
治
局
の
決
議
に
よ
る
（
理
由
不
詳
）
。
政
治
局
は
、
八
七
会
議
の
結
果
、

　
巾
央
委
員
会
の
全
職
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
中
央
委
員
の

　
選
崩
愚
体
で
あ
る
全
国
大
会
の
決
定
に
よ
ら
な
い
解
任
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
。

⑬
臼
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国
部
会
編
『
巾
園
共
産
党
史
資
料
集
』
三
（
勤
草
書

　
房
　
一
九
七
一
年
一
一
月
）
一
八
○
頁
。

＠
　
識
平
山
・
記
者
「
中
国
共
産
党
的
政
策
是
『
超
時
代
』
的
嘱
？
」
（
『
布
爾
塞
椎

　
克
』
ニ
ニ
期
　
一
九
二
八
年
六
月
童
○
日
）
。
課
平
山
へ
の
反
論
を
書
い
た
「
記

　
者
扁
は
、
諌
の
謬
簡
は
三
月
に
党
中
央
か
ら
編
集
部
に
送
ら
れ
て
い
た
が
、
雑
誌

　
の
停
刊
の
た
め
掲
載
が
遅
延
し
た
、
と
し
て
い
る
。

⑭
「
最
近
組
織
問
題
的
重
要
任
務
議
決
案
」
（
『
中
共
巾
央
文
件
選
集
』
三
四
七

　
～
～
七
四
頁
）
。

⑮
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
三
四
八
二
～
八
四
頁
。

⑯
　
こ
の
処
分
権
は
、
除
名
ま
で
含
み
、
ま
た
中
央
委
員
ま
で
も
対
象
と
し
て
い
た
。

　
レ
ー
ニ
ン
本
人
が
そ
の
不
当
性
を
認
め
な
が
ら
、
非
常
事
態
を
理
由
と
し
て
党
大

　
会
に
認
め
さ
せ
た
こ
の
措
縫
は
、
当
初
秘
蜜
決
議
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
ス
タ
ー
リ

　
ソ
が
二
四
年
に
公
表
、
三
軽
車
に
は
党
規
約
に
明
記
さ
れ
る
（
藤
井
前
掲
『
民
主

　
集
巾
制
と
党
内
民
主
空
山
』
　
六
七
～
六
九
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
決
議
の
提
案
春

　
で
あ
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
ロ
ミ
ナ
…
ゼ
が
こ
れ
を
援
用
し
た
可
能
性
は
高
い
。

⑰
　
「
団
湖
北
省
委
．
減
磁
群
・
複
写
漢
師
団
中
央
・
党
中
央
的
報
告
」
、
「
中
共
湖
北

　
省
委
転
発
中
央
通
知
的
緊
急
通
知
」
（
中
央
榴
案
館
．
湖
北
省
楢
案
館
編
『
湖
北

　
革
命
歴
史
隠
田
彙
集
』
甲
照
　
一
九
八
五
年
一
〇
月
　
一
～
一
八
頁
）
。

⑯
　
　
「
中
共
湖
北
省
委
拡
大
会
議
記
録
」
（
『
湖
北
輩
命
歴
史
文
件
蘭
懲
蕊
甲
四
　
一

　
一
四
～
戸
口
世
瓢
貝
）
。
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⑲
　
周
永
祥
『
羅
秋
白
年
譜
新
編
』
（
学
林
削
版
社
　
一
九
九
二
年
八
月
）
二
四
二

　
百
ハ
、
　
晶
趙
朴
「
五
次
大
ム
ム
到
山
ハ
次
∴
入
ム
瓜
一
年
中
業
的
恩
納
織
状
況
（
二
）
」
　
（
『
党
史
研

　
究
』
一
九
八
六
年
・
六
期
）
、
中
共
湖
北
省
委
組
織
部
十
三
『
中
国
共
産
党
湖
北
省

　
甜
祖
辮
楓
ψ
命
買
料
』
（
湖
北
人
民
出
聞
駅
社
　
　
一
九
九
一
年
六
月
）
五
九
～
六
〇
百
〔
。

⑳
中
共
広
棄
省
委
「
関
心
広
州
暴
動
問
題
決
議
案
」
（
中
共
中
央
党
史
資
料
微
集

　
委
員
会
等
編
『
広
州
起
義
』
　
中
共
党
史
資
料
出
版
挫
　
一
九
八
八
年
五
月
　
二

　
四
七
～
五
三
頁
）
、
「
広
州
暴
動
之
意
義
与
同
調
」
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
四

　
一
～
閥
四
頁
）
。

⑳
　
中
共
広
東
省
委
「
対
於
中
央
政
治
局
会
議
通
過
之
『
広
州
暴
動
之
意
義
与
教
訓
』

　
的
決
議
案
的
決
議
」
（
『
広
州
起
義
』
二
九
五
～
九
八
頁
）
、
同
前
書
　
五
～
一
六

三
　
党
内
民
主
主
義
の
変
容
一
「
九
二
八
～
三
〇
年

　
頁
。

⑫
　
　
「
中
共
広
東
省
委
縮
委
拡
大
会
議
記
録
」
（
『
広
州
起
義
』
三
〇
二
～
二
七
買
）
、

　
「
中
央
通
告
第
三
十
五
号
1
『
広
州
暴
動
随
意
義
与
教
訓
』
決
議
案
的
補
充
」

　
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
四
一
二
三
～
三
一
頁
）
。

⑬
　
中
秋
臼
『
申
国
革
命
与
共
産
党
』
（
モ
ス
ク
ワ
　
へ
九
エ
八
年
）
。

⑳
　
「
在
尊
墨
第
六
次
代
表
大
会
上
討
論
政
治
報
告
時
的
発
言
」
（
『
蒙
和
森
的
十
二

　
篇
文
章
』
　
人
民
繊
版
社
　
一
九
八
○
年
三
月
　
一
二
八
～
四
四
頁
）
。

⑮
　

「
政
治
議
決
案
」
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
照
　
工
九
八
、
三
〇
七
、
並
〇
九

　
～
一
〇
頁
）
。

　
一
九
二
八
年
六
月
、
中
共
六
全
大
会
は
「
政
治
決
議
」
を
採
択
、
そ
の
第
一
四
項
「
党
内
工
作
問
題
」
は
、
「
党
内
民
主
主
義
」
を
以
下
の

　
　
　
　
　
　
①

よ
う
に
論
じ
た
。

　
　
⇔
真
の
民
主
集
中
制
を
実
行
す
る
。
非
合
法
の
条
件
の
も
と
で
で
き
う
る
か
ぎ
り
党
内
の
民
主
主
義
を
保
証
す
る
。
主
要
な
闘
題
を
集
団
的
に
討
論
し
集

　
　
団
的
に
決
定
す
る
。
同
時
に
極
端
な
罠
主
主
義
の
傾
向
に
反
対
す
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
党
の
規
律
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
無
責
任

　
　
な
態
度
が
増
大
し
、
党
の
指
導
部
に
た
い
す
る
忠
誠
心
〔
信
仰
〕
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
⑳
党
内
の
す
べ
て
の
紛
糾
、
地
方
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
の
傾
向
を
一
掃
す
る
…
…
。

　
こ
こ
で
党
内
民
主
主
義
が
、
「
極
端
な
民
主
化
し
に
た
い
す
る
反
対
を
と
も
な
い
な
が
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で

い
う
「
極
端
な
民
主
化
」
と
は
、
武
漢
暴
動
総
括
の
際
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
地
方
に
お
け
る
下
部
の
指
導
部
に
た
い
す
る
攻
撃
、
あ
る
い
は
順

直
省
委
に
お
け
る
組
織
分
裂
に
ま
で
い
た
っ
た
よ
う
な
混
乱
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
羅
秋
毛
の
指
導
下
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
は

上
級
機
関
へ
の
不
当
な
糾
弾
、
党
員
大
衆
に
よ
る
決
定
の
全
面
化
、
党
員
栢
互
の
個
人
攻
撃
、
党
内
権
力
の
争
奪
、
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
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ゆ
そ
れ
は
六
全
大
会
に
お
い
て
「
極
端
な
民
主
化
」
の
名
の
も
と
に
集
約
さ
れ
・
以
後
の
党
中
央
’
鴛
三
極
端
な
民
主
化
の
是
正
」
を
「
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

内
民
主
主
義
の
確
立
」
よ
り
優
先
し
て
論
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
羅
漢
大
会
は
、
も
う
一
つ
の
面
で
民
主
主
義
か
ら
集
権
制
に
傾
斜
す
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
こ
の
大
会
が
採
択
し
た
新
規
約
、
「
中

　
　
　
　
　
④

国
共
産
党
党
章
」
で
あ
る
。
こ
の
新
規
約
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
作
成
の
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
諸
支
部
の
模
範
規
約
」
（
一
九
二
五
年

　
⑤三
月
）
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
模
範
規
約
」
の
「
非
合
法
の
条
件
の
も
と
で
は
、
上
級
の
党
機
関
が

下
級
党
機
関
を
任
命
す
る
こ
と
、
ま
た
上
級
機
関
の
承
認
を
条
件
と
し
て
自
主
的
に
補
充
を
お
こ
な
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
の
第
七
条
は
、

そ
の
ま
ま
中
国
党
の
新
規
聖
岳
八
条
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
党
員
の
除
名
規
定
に
は
「
模
範
規
約
」
に
な
い
条
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
す
な
わ

ち
新
規
約
は
、
「
模
範
規
約
」
の
い
う
「
党
員
の
除
名
の
問
題
は
、
そ
の
所
属
す
る
党
組
織
（
細
胞
）
の
党
員
総
会
か
ら
上
級
の
党
指
導
部
に
提

案
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
に
、
次
の
よ
う
な
条
文
を
つ
け
加
え
た
。
一
「
党
の
各
級
委
員
会
は
、
党
員
に
挙
党
行
為
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の

党
籍
を
直
接
剥
奪
す
る
権
利
を
も
つ
」
。
前
年
の
臨
時
政
治
局
拡
大
会
議
が
確
定
し
た
党
中
央
の
処
分
権
に
加
え
て
、
各
レ
ベ
ル
の
党
機
関
の

自
己
補
充
権
、
下
級
機
関
に
た
い
す
る
任
命
権
、
そ
し
て
除
名
権
が
こ
こ
に
確
立
さ
れ
た
。

　
か
く
し
て
八
七
会
議
以
来
の
党
内
民
主
主
義
は
、
ま
ず
制
度
の
上
か
ら
「
民
主
化
」
の
規
則
、
「
集
権
」
の
強
化
と
い
う
逆
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル

を
も
つ
力
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
論
争
の
あ
り
方
も
変
化
を
は
じ
め
る
。
二
八
年
一
一
月
の
富

農
問
題
論
争
と
、
二
九
年
八
月
の
中
東
鉄
道
論
争
の
結
末
は
、
中
国
共
産
党
に
お
け
る
党
内
民
主
主
義
の
行
方
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
前
者
の
富
農
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
年
以
来
の
論
争
状
態
の
す
え
、
六
全
大
会
が
一
応
の
結
論
を
だ
し
て
い
た
。
－
一
「
富
農
が
す
で
に
反

動
勢
力
と
な
っ
て
い
る
地
方
で
は
、
反
富
農
の
闘
争
は
反
軍
閥
・
反
地
主
豪
紳
の
闘
争
と
同
時
に
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
富
農
が
革

命
と
反
革
命
の
聞
を
動
揺
す
る
時
期
に
あ
っ
て
、
貧
農
二
絶
命
の
闘
争
を
妨
害
し
な
い
場
合
は
、
党
は
故
意
に
富
農
に
た
い
す
る
闘
争
を
強
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
、
彼
ら
を
た
ち
ま
ち
反
革
命
の
側
に
移
ら
せ
、
革
命
の
積
極
的
な
敵
と
な
る
結
果
を
招
い
て
は
な
ら
な
い
」
。
　
こ
の
大
会
後
、
票
和
森
は
論

文
「
中
国
革
命
の
性
質
及
び
そ
の
前
途
し
を
一
一
月
の
『
豆
単
塞
維
克
』
に
発
表
、
富
農
の
反
革
命
の
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
富
農
は
民
主
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主
義
革
命
の
段
階
で
は
多
少
と
も
闘
争
に
参
加
す
る
か
中
立
を
守
る
が
．
革
命
が
社
会
主
義
革
命
へ
と
転
化
す
る
と
き
．
帝
国
主
義
・
地
主
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
革
命
破
壊
の
手
先
と
な
る
、
と
言
及
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
現
段
階
で
の
富
農
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
と

読
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
彼
は
論
文
の
そ
の
部
分
を
訂
正
す
る
文
章
を
翌
一
二
月
の
『
鼻
聾
塞
維
克
』
に
掲
載
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
農
罠
全

体
に
有
利
な
民
主
主
義
革
命
の
段
階
で
は
、
富
農
は
多
少
と
も
闘
争
に
参
加
し
、
あ
る
い
は
中
立
を
守
る
が
、
反
田
租
反
高
利
貸
闘
争
が
そ
の

（
富
農
の
）
利
益
と
衝
突
す
る
と
き
、
富
農
は
反
革
命
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
黒
和
森
の
訂
正
文
が
掲
載
さ
れ
た
『
布
爾

塞
維
克
』
の
同
じ
号
に
、
李
立
三
は
「
中
国
革
命
に
お
け
る
農
民
問
題
」
を
発
表
、
察
和
森
の
論
文
を
「
理
論
的
に
も
事
実
の
う
え
で
も
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
誤
り
」
を
犯
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
し
か
も
そ
の
批
判
の
ほ
と
ん
ど
は
、
察
和
森
が
自
ら
誤
り
を
認
め
た
こ
と
、
つ
ま
り
訂
正
文
掲
載
に

よ
っ
て
無
用
と
な
っ
た
議
論
だ
っ
た
。

　
察
和
森
の
訂
正
を
無
視
し
た
、
い
い
が
か
り
に
等
し
い
こ
う
し
た
批
判
は
、
し
か
し
当
時
の
党
内
権
力
の
動
向
を
考
察
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
察
和
森
は
順
魚
串
委
の
「
極
端
な
民
主
化
」
に
よ
る
組
織
混
乱
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
政
治
局
常
務
委
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

中
央
宣
伝
部
長
を
解
任
さ
れ
る
（
一
一
月
二
〇
日
）
。
彼
の
代
わ
り
に
政
治
局
候
補
委
員
か
ら
一
足
飛
び
に
常
務
委
員
に
昇
格
、
中
央
宣
伝
部
長

と
な
っ
た
の
が
李
立
三
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
李
立
三
論
文
の
公
表
は
こ
の
奉
和
森
解
任
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
も
の
で
あ
り
、
論
争
の

内
実
は
、
二
八
年
六
月
の
六
全
大
会
以
後
、
ポ
ス
ト
撰
秋
白
を
争
う
立
場
に
あ
っ
た
察
和
森
を
、
李
立
三
が
追
い
落
と
し
、
指
導
部
の
実
権
を

握
っ
た
党
内
闘
争
の
一
環
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
前
述
し
た
党
中
央
の
自
己
補
充
権
が
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
九
二
九
年
七
月
、
中
東
鉄
道
の
管
理
権
を
め
ぐ
る
国
民
党
側
と
ソ
連
と
の
紛
争
事
件
が
お
こ
る
と
、
陳
独
秀
は
党
中
央
に
合
計
三
通

の
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
、
党
の
「
ソ
連
を
擁
護
せ
よ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
批
判
し
た
第
一
書
簡
は
、
党
中
央
の
反
論
と
と

も
に
機
関
紙
『
紅
旗
』
八
月
七
日
に
掲
載
さ
れ
る
。
党
中
央
の
反
論
は
、
言
意
秀
に
見
解
の
撤
回
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
「
中
央
は
、
い
っ

か
ん
し
て
同
志
が
政
治
、
党
に
た
い
す
る
意
見
を
お
お
や
け
に
発
表
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
…
…
中
央
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
熱
誠
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

以
て
あ
な
た
が
今
後
だ
さ
れ
る
重
要
問
題
へ
の
意
見
を
受
け
と
め
る
準
備
が
あ
る
」
と
結
ん
で
い
た
。
公
開
論
争
は
保
障
さ
れ
る
か
に
見
え
た
。
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し
か
し
、
そ
の
三
臼
後
、
『
紅
旗
』
は
陳
独
秀
の
見
解
を
「
き
わ
め
て
重
大
な
日
禰
見
主
義
」
の
誤
り
と
き
め
つ
け
る
李
立
三
の
論
文
を
掲
載
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

非
難
の
論
調
を
強
め
る
。
さ
ら
に
こ
の
間
に
送
付
さ
れ
た
陳
独
秀
の
第
二
書
簡
は
、
中
国
革
命
の
性
質
に
つ
い
て
論
じ
、
中
国
の
支
配
勢
力
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
だ
と
し
、
封
建
勢
力
の
存
在
を
主
張
す
る
中
央
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
つ
い
に
『
紅
旗
』
に
掲
載
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
っ
た
。
一
〇
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
党
中
央
が
第
二
書
簡
を
『
中
国
革
命
と
日
和
見
主
義
』
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
収
録
し
た
と
き
、

そ
の
公
表
は
、
か
つ
て
早
秋
白
の
党
中
央
が
諏
平
山
の
書
簡
を
党
機
関
誌
に
掲
載
し
、
彰
述
之
の
著
作
を
出
版
し
た
と
き
の
よ
う
な
理
論
討
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
非
難
と
弾
劾
の
た
め
だ
っ
た
。
翌
一
一
月
、
陳
独
秀
と
彼
に
同
調
し
た
彰
述
之
ら
は
党
籍
を
剥

奪
さ
れ
、
彼
ら
は
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
運
動
へ
と
す
す
む
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
陳
独
秀
の
除
名
を
結
果
し
た
論
争
が
、
党
の
政
策
や
革
命
戦
略
を
め
ぐ
っ
て
党
機
関
誌
（
紙
）
上
で
戦
わ
さ
れ
た
（
す
な
わ
ち
党
員
大
衆
に

開
か
れ
た
）
論
争
の
最
後
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
論
争
の
過
程
で
、
李
立
三
が
主
導
権
を
握
る
党
中
央
は
、
党
内
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
反
対
派
に
た

い
す
る
闘
争
と
日
和
見
主
義
（
論
議
秀
）
に
た
い
す
る
そ
れ
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
全
党
に
命
令
す
る
「
中
央
通
告
」
を
発
し
、
ま
た
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
分
派
活
動
に
た
い
し
て
も
「
制
裁
」
を
加
え
る
こ
と
を
宜
言
し
た
。
つ
い
で
一
〇
月
、
党
中
央
は
「
党
内
の
日
和
見
主
義
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
主

義
反
対
派
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
議
」
を
採
択
、
反
対
派
が
要
求
す
る
公
開
対
論
、
見
解
の
党
機
関
誌
（
紙
）
へ
の
掲
載
を
拒
否
し
、

「
大
会
決
議
に
違
反
す
る
観
点
は
、
絶
対
に
党
内
で
の
自
由
な
討
論
を
許
さ
れ
な
い
」
と
し
た
が
、
そ
れ
は
実
際
に
は
公
開
論
争
そ
の
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

死
刑
宣
告
に
等
し
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
に
六
月
に
開
始
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
食
立
三
コ
ー
ス
、
つ
ま
り
紅
軍
の
軍
事
行
動
と
都
市
労
働
者
の
蜂
起
・
ゼ
ネ
ス
ト

を
組
み
合
わ
せ
た
主
要
都
市
奪
取
戦
略
の
時
期
以
後
、
会
議
に
お
け
る
論
争
ま
で
自
由
な
も
の
で
な
く
な
り
、
党
内
の
反
対
意
見
に
た
い
す
る

抑
圧
が
す
す
ん
だ
。
こ
の
と
き
党
内
で
公
然
と
李
立
三
ら
を
批
判
し
た
の
が
、
も
と
江
蘇
省
委
常
務
委
員
で
、
江
蘇
省
委
の
改
組
を
め
ぐ
っ
て

党
中
央
と
対
立
、
降
格
処
分
を
受
け
て
い
た
何
孟
雄
（
江
蘇
省
委
候
補
委
員
・
上
海
中
区
委
書
記
）
だ
っ
た
。
彼
は
、
上
海
の
党
組
織
会
議
（
八
月
二

〇
臼
）
で
、
党
中
央
の
「
革
命
の
高
潮
し
の
過
大
評
価
を
批
判
し
、
紅
軍
の
長
沙
占
領
に
は
前
途
が
な
い
、
政
治
的
ゼ
ネ
ス
ト
は
現
状
で
は
不
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可
能
だ
、
と
主
張
し
た
ひ
だ
が
彼
が
次
の
会
議
（
九
月
一
日
）
で
「
李
立
三
路
線
」
糾
弾
ま
で
す
す
ん
だ
と
ぎ
、
そ
の
発
言
は
禁
じ
ら
れ
、
李
立

三
に
よ
っ
て
「
解
党
派
の
ス
パ
イ
」
だ
と
決
め
つ
け
ら
れ
た
。
ま
も
な
く
彼
は
そ
の
職
務
か
ら
解
任
さ
れ
、
党
機
関
紙
『
紅
旗
日
報
』
は
彼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

門
右
翼
日
和
見
主
義
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
非
難
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
こ
の
事
態
は
、
李
立
三
路
線
を
収
拾
す
べ
く
三
〇
年
九
月

に
開
か
れ
た
六
期
三
中
全
会
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
三
中
全
会
は
、
左
右
の
偏
向
に
反
対
す
る
党
内
闘
争
、
い
わ
ゆ
る
「
二
つ
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

線
で
の
闘
争
」
を
強
調
し
た
が
、
主
要
な
危
険
は
「
右
翼
日
和
見
主
義
」
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
三
中
全
会
は
、
二
つ
の
点
で
党
の
意
思
決
定
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
第
一
に
、
党
の
意
思
統
一
の
手
段
と
し
て
「
自
己
批
判
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

が
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
政
治
局
が
李
立
三
の
都
市
奪
取
戦
略
の
誤
り
を
認
め
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
、
党
の
活
動
上
に

お
け
る
誤
り
を
党
員
や
党
組
織
が
自
ら
認
め
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
三
中
全
会
の
「
同
志
に
告
げ
る
書
」
が
、
何
孟
雄
を
支
持
す
る

江
蘇
省
委
の
一
部
の
、
「
組
織
的
に
は
中
央
に
服
従
す
る
が
、
政
治
の
見
解
の
上
で
は
な
お
自
分
の
意
見
を
保
留
す
る
」
と
い
う
態
度
を
非
難

　
　
　
⑲

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
か
ら
「
自
己
批
判
」
と
は
、
党
中
央
と
一
致
し
な
い
自
己
の
見
解
の
放
棄
、
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
少
数
意
見
の
保
留
の
権
利
と
行
動
の
一
致
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
の
「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
」
の
原
則
の
一
つ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の

立
場
に
た
つ
党
中
央
に
よ
っ
て
忘
れ
去
ら
れ
た
。
ま
た
第
二
に
、
三
中
全
会
に
お
け
る
党
の
路
線
変
更
や
指
導
者
交
替
は
、
会
議
に
お
け
る
自

由
な
討
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
は
、
あ
ら
か
じ
め
方
針
を
決
定
づ
け
て
お
り
、
会

議
が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
は
、
も
う
勝
負
が
決
し
て
い
た
。
機
関
誌
（
紙
）
な
ど
党
員
大
衆
に
開
か
れ
た
場
か
ら
姿
を
消
し
た
論
争
は
、
こ
こ
に

ほ
ん
ら
い
党
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
中
央
委
員
会
総
会
や
全
国
大
会
か
ら
も
姿
を
消
す
。
こ
れ
以
後
、
党
の
重
要
な
意
思
決
定
は
、
ひ

と
握
り
の
党
中
央
政
治
局
に
お
い
て
決
着
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
ミ
フ
の
強
権
的
な
指
導
下
に
開
催
さ
れ
た
三
一
年
一
月
の
四
中
全
会
は
、
王
地
ら
い
わ
ゆ
る
モ
ス
ク
ワ
留
学

派
を
党
指
導
部
の
位
置
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
に
も
と
づ
き
、
党
内
批
難
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
「
路
線
問
題
扁
に
ま

で
高
め
、
李
立
三
や
三
中
全
会
選
出
の
指
導
部
（
感
温
白
ら
）
を
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
路
線
に
反
対
す
る
「
立
三
路
線
篇
門
調
和
路
線
」
だ
と
規
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⑳

減
し
た
。
こ
れ
以
後
、
党
内
の
反
対
意
見
を
「
路
線
の
誤
り
」
と
し
て
、
厳
し
い
糾
弾
を
あ
び
せ
る
こ
と
が
党
内
の
闘
争
の
い
わ
ば
慣
例
と
な

る
。　

す
な
わ
ち
、
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
初
め
の
時
期
に
、
中
国
共
産
党
内
の
論
争
の
あ
り
方
は
、
①
論
争
が
理
論
的
な
説
得
を
め
ざ
す
も

の
か
ら
政
治
的
な
打
撃
の
手
段
と
な
り
、
②
機
関
誌
（
紙
）
な
ど
で
党
員
大
衆
に
開
か
れ
た
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
り
、
③
し
か
も
会
議
に

お
け
る
討
議
の
自
由
す
ら
失
わ
れ
、
意
思
決
定
の
場
が
狭
め
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
大
き
な
変
質
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
争
の
変
質
は
、

党
内
の
反
対
意
見
の
抑
圧
、
「
自
己
批
判
偏
に
よ
る
意
思
統
一
、
さ
ら
に
路
線
閾
争
の
強
調
に
見
ら
れ
る
、
党
内
民
主
主
義
の
喪
失
と
歩
み
を

と
も
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
一
方
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
抵
抗
し
、
党
内
民
主
主
義
を
機
能
さ
せ
よ
う
と
し
た
党
員
た
ち
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

陳
独
秀
は
自
ら
の
見
解
の
公
開
討
議
を
要
求
し
た
し
、
ま
た
彼
ら
の
「
わ
れ
わ
れ
の
政
治
意
見
書
」
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
引
用
し
な
が
ら
、
討
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
批
判
の
自
由
を
主
張
し
て
い
る
。
江
蘇
省
委
や
全
国
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
中
央
準
備
委
員
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
反
対
派
の
リ
ー
ダ
…
と
な

っ
て
い
た
何
孟
雄
は
、
「
私
の
政
治
的
意
見
を
公
然
と
提
起
す
る
こ
と
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
員
の
あ
る
べ
き
態
度
だ
」
と
し
、
党
中
央
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
め
る
「
自
己
批
判
」
を
拒
み
、
党
中
央
の
見
解
に
補
充
意
見
だ
け
を
認
め
、
原
則
問
題
の
討
議
を
認
め
な
い
や
り
方
の
一
掃
を
主
張
し
た
。

ま
た
四
中
全
会
で
指
導
権
を
握
っ
た
簡
明
ら
を
「
李
立
三
派
・
投
降
分
子
偏
と
指
弾
し
、
緊
急
会
議
の
開
催
と
臨
時
中
央
の
組
織
を
主
張
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ク
シ
コ
ン

寸
止
龍
や
王
克
全
ら
全
国
総
工
会
・
上
海
工
連
党
議
グ
ル
ー
プ
も
、
四
々
全
会
の
出
席
者
が
中
央
政
治
局
に
よ
っ
て
勝
手
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
、
会
議
の
あ
り
方
が
「
民
主
化
さ
れ
て
い
な
い
、
請
負
方
式
」
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
最
終
的
に
は
「
第
二
中
央
」
「
第
二
江

蘇
省
委
」
の
組
織
と
い
う
分
裂
行
動
に
走
っ
た
と
さ
れ
る
彼
ら
で
す
ら
、
「
当
面
の
急
務
は
党
内
民
主
主
義
の
回
復
」
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
こ

の
点
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
伝
統
を
保
持
し
て
い
た
の
は
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
原
則
扁
を
ふ
り
か
ざ
す
党
中
央
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
ら
が

糾
弾
し
て
や
ま
な
い
「
左
右
」
の
反
対
派
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
え
意
思
決
淀
に
お
脅
る
民
主
主
義
を
も
と
め
た
党
内
反
対
派
の
抵
抗
は
い
わ
催
各
個
繋
破
さ
れ
て
い
っ
え
。
前
述
の
よ
う
に
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陳
独
秀
ら
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
反
対
派
は
、
二
九
年
一
一
月
に
除
名
さ
れ
た
。
四
中
全
会
後
ま
も
な
く
、
三
　
年
一
月
一
七
日
か
ら
一
八
日
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
て
、
何
孟
雄
や
撫
育
南
ら
の
反
対
派
活
動
家
た
ち
が
、
密
告
に
よ
っ
て
国
罠
党
当
局
に
逮
捕
さ
れ
、
二
月
七
日
に
処
刑
さ
れ
る
。
烹
た
何
孟

雄
ら
の
逮
捕
の
一
〇
日
後
、
今
度
は
羅
雨
龍
が
中
央
委
員
解
任
と
同
時
に
除
名
さ
れ
、
王
雨
期
も
中
央
委
員
・
政
治
局
候
補
委
員
を
解
任
の
う

　
　
　
　
　
　
⑮

え
、
除
名
さ
れ
た
。
立
場
は
異
な
る
も
の
の
、
党
内
民
主
主
義
を
主
張
し
た
三
つ
の
反
対
派
－
心
々
秀
ら
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
、
何
孟
雄
・
林

育
南
ら
の
反
対
派
、
羅
章
龍
・
王
縞
合
ら
の
「
右
派
」
…
は
、
こ
こ
に
党
内
勢
力
と
し
て
は
壊
滅
し
た
。

　
こ
れ
以
後
、
党
内
権
力
を
掌
握
し
た
亡
帝
ら
モ
ス
ク
ワ
留
学
派
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
党
中
央
に
反
対
す
る
者
、
異
な
る
見
解
を
持
つ
も
の

は
、
「
立
三
路
線
」
や
「
富
農
路
線
」
、
「
翻
意
路
線
」
な
ど
の
名
の
も
と
に
い
わ
ゆ
る
「
残
酷
な
闘
争
」
「
容
赦
の
な
い
打
撃
」
の
対
象
と
な
っ

た
。
し
か
も
こ
の
前
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
お
け
る
粛
清
運
動
は
、
党
中
央
が
三
一
年
二
月
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
改
組
派
、

A
B
団
、
解
党
派
、
第
三
党
な
ど
の
反
革
命
組
織
が
活
動
し
て
い
る
と
し
て
「
残
酷
な
闘
争
」
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
い
っ
そ
う
大
規
模
な
も

の
と
な
っ
た
。
A
B
団
な
ど
の
組
織
は
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ヅ
テ
ル
貼
り
の
横
行
に
よ
っ
て
粛
清
（
処
刑
）
さ
れ

た
人
々
の
多
く
は
、
地
方
組
織
で
活
動
し
て
き
た
土
着
の
党
員
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
中
央
に
忠
誠
を
誓
わ
な
い
、
あ
る
い
は
そ
う
疑
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
と
で
粛
清
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、
党
内
民
主
主
義
の
喪
失
は
、
ソ
連
党
に
お
い
て
現
出
し
た
よ
う
な
党
の
二
枚
岩
」
化
に
帰
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程

は
一
九
四
〇
年
代
に
い
た
っ
て
毛
沢
東
の
最
高
指
導
権
掌
握
と
し
て
サ
イ
ク
ル
を
と
じ
る
。
さ
ら
に
四
二
年
に
は
じ
ま
る
整
風
運
動
は
、
思
想

の
統
一
、
つ
ま
り
は
反
対
意
見
の
～
掃
を
め
ざ
し
た
も
の
だ
っ
た
。
粛
清
運
動
の
「
無
慈
悲
な
闘
争
」
や
「
容
赦
の
な
い
打
撃
」
に
反
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

毛
写
影
が
主
張
し
た
「
自
己
批
判
」
も
、
少
数
意
見
の
留
保
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。
文
芸
部
門
に
お
い
て
す

ら
党
の
方
針
に
異
を
と
な
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
知
識
人
た
ち
が
激
し
い
非
難
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
さ
ら
さ
れ
、
毛
沢
菓
の
『
文
芸
講
話
』
の

徹
底
が
は
か
ら
れ
た
。
一
九
四
五
年
の
七
全
大
会
が
採
択
し
た
新
規
約
「
中
国
共
産
党
綱
章
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
詳
し
い
党
員
の
権
利
条

項
を
導
入
し
、
党
員
が
「
党
の
会
議
や
党
の
刊
行
物
で
、
党
の
政
策
の
実
施
問
題
に
つ
い
て
の
自
由
で
切
実
な
討
論
に
参
加
す
る
こ
と
」
や
「
中
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蓼

央
に
い
た
る
ま
で
の
如
何
な
る
党
の
機
関
に
た
い
し
て
も
意
見
や
声
明
を
提
起
す
る
こ
と
」
を
認
め
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
毛
沢
東
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

思
想
の
統
一
、
最
高
指
飾
罫
の
掌
握
を
前
提
に
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢
菓
時
代
に
あ
っ
て
も
、
党
の
機
関
誌
（
紙
）
に
お
い
て
一
方
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

打
撃
で
は
な
い
公
開
論
争
は
行
わ
れ
て
い
な
い
し
、
党
の
意
思
決
定
の
場
は
毛
を
中
心
と
す
る
き
わ
め
て
狭
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
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①
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
四
三
二
〇
頁
。

②
　
　
「
中
央
通
告
第
三
十
二
号
一
闘
硬
組
織
工
作
」
〔
一
九
二
八
年
一
月
一
一
…
○
臼
〕

　
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
隔
四
　
八
エ
頁
）
。

③
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
「
告
全
体
嗣
志
雷
」
〔
二
八
年
一
　
月
一
一
日
目
（
『
中

　
共
由
」
血
く
壷
人
件
選
集
』
四
　
　
七
〇
四
【
、
　
七
〇
八
胃
只
）
、
　
六
期
二
山
－
全
ム
調
「
組
織
問
賑
嶋

　
決
罰
譲
案
」
〔
二
九
年
山
岡
旧
ガ
〕
（
『
山
甲
丘
南
山
－
幽
犬
文
触
什
選
集
』
五
　
　
二
㎝
山
ハ
、
二
二
・
七
頁
）
。

④
『
中
共
中
央
文
件
選
集
臨
四
四
六
八
～
八
二
頁
。

⑤
　
村
田
陽
～
編
訳
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
三
（
大
月
省
店
　
～
九
八
○
年
一

　
二
月
）
二
四
二
～
四
八
頁
。

⑥
「
農
民
運
動
決
議
案
」
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
四
三
五
六
頁
）
。

⑦
和
森
「
中
園
革
命
的
性
質
及
其
前
途
」
（
『
布
置
塞
維
克
』
二
巻
一
期
一
九
二

　
八
年
一
一
月
…
日
）
。

③
　
和
森
「
憩
森
正
誤
」
、
立
三
「
中
国
革
命
中
的
農
難
問
題
」
（
卿
．
曾
爾
塞
維
克
』

　
二
巻
二
期
　
一
二
月
一
日
）
。

⑨
『
中
国
共
産
党
機
関
発
展
史
参
考
資
料
』
三
二
烹
頁
、
「
中
共
中
央
敵
治
日
向
国

　
際
的
報
告
」
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
四
　
七
二
〇
頁
）
。

⑩
　
「
撒
翁
〔
練
独
秀
〕
陶
志
対
中
東
路
問
題
的
意
見
」
〔
七
月
二
八
蟹
付
〕
、
「
中

　
央
答
覆
撒
翁
同
志
的
僧
」
（
『
紅
旗
』
一
九
二
九
年
八
二
七
日
）
。

◎
　
立
三
「
誤
国
政
流
玉
擁
護
蘇
聯
」
（
『
紅
旗
』
一
九
二
八
年
八
月
㎜
○
臼
）
。

⑫
　
陳
独
秀
「
闘
最
中
國
輩
命
聞
壁
織
中
共
中
央
信
」
〔
八
月
蹴
日
付
〕
（
『
中
共
中

　
央
文
件
選
集
』
五
　
七
二
四
～
四
三
頁
）
。

⑬
　
な
お
、
第
三
書
簡
〔
八
月
一
｝
日
付
）
は
『
紅
旗
縣
八
月
二
〇
臼
に
掲
載
さ
れ

　
た
（
「
撒
翁
同
志
覆
・
甲
央
酌
～
信
」
）
が
、
こ
れ
は
「
批
評
撒
翁
爾
志
対
中
東
路
閤
題

　
意
見
酌
機
会
主
義
的
錯
誤
」
と
題
す
る
激
し
い
批
判
論
文
の
付
録
と
し
て
掲
載
さ

　
れ
、
『
布
爾
巌
撚
維
克
』
も
指
弾
の
論
陣
を
は
っ
た
（
劒
邸
玉
〔
王
明
〕
「
論
撒
翁
同
士
心

　
対
中
東
銘
問
題
的
意
見
」
『
布
爾
塞
維
克
』
二
巻
～
○
期
　
　
　
九
二
九
年
九
月
一

　
日
）
。

⑭
　
「
中
央
通
告
第
四
十
四
号
－
関
於
中
国
党
内
反
対
派
問
題
」
〔
一
九
二
九
年
八

月
；
百
〕
、
「
中
央
政
治
局
給
中
共
駐
共
産
国
際
代
表
団
諸
黒
黒
的
信
一
関
於

　
群
衆
運
動
和
党
内
概
況
」
〔
八
月
二
一
日
〕
、
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
五
　
四
一

　
〇
～
一
一
、
四
皿
九
頁
）
。

⑮
「
中
央
関
於
反
対
党
内
機
会
主
義
与
中
毒
由
基
主
義
反
対
派
的
決
議
」
〔
～
○
月

　
五
日
〕
（
『
中
共
中
央
難
件
選
集
』
五
　
匠
〇
三
～
〇
五
頁
）
。

⑯
「
右
傾
機
会
叢
義
対
於
正
確
路
線
的
進
攻
扁
（
『
紘
旗
日
報
』
…
九
三
〇
年
九
月

　
二
二
日
）
、
「
両
条
戦
線
的
闘
争
」
（
同
九
月
二
四
日
）
、
羅
遽
〔
季
維
漢
〕
「
反
対
何

　
孟
雄
代
麦
的
機
会
主
義
路
線
与
其
取
消
派
的
暗
探
作
用
」
（
同
九
月
二
四
、
二
五

　
日
）
、
「
党
内
闘
争
与
自
我
批
評
」
（
同
九
月
二
五
臼
）
、
何
頭
雄
門
給
中
央
政
治
局

　
的
信
偏
（
『
何
黄
雄
文
集
』
　
人
民
雌
版
社
　
一
九
八
六
年
二
月
　
一
九
二
買
）
、
藩

　
稗
貫
「
何
箇
雄
」
（
『
中
共
党
史
人
物
伝
』
四
九
巻
　
陳
謝
人
民
出
版
社
　
一
九
九

　
一
年
五
月
　
二
一
一
一
～
二
三
頁
）
。

⑰
以
下
、
三
中
全
会
お
よ
び
後
出
の
四
中
ゑ
会
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
典
拠
を
示

　
さ
な
い
か
ぎ
り
、
金
沖
　
転
語
一
中
．
狭
間
冨
麟
樹
監
訳
『
出
営
心
来
伝
』
（
阿
曲
論
　

一

　
九
九
二
年
七
月
）
第
一
五
章
「
三
中
全
会
と
四
中
全
会
」
に
よ
る
（
二
八
九
～
三

　
三
三
頁
）
。
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⑲
　
門
関
門
政
治
状
況
和
全
的
総
任
務
議
決
案
」
「
組
織
問
題
決
議
案
」
（
『
中
共
中

　
央
文
件
選
集
』
六
　
二
九
七
、
霊
二
八
頁
）
。

⑲
　
　
『
中
血
肝
中
央
晶
又
緯
書
痂
朱
』
山
盛
　
四
一
　
一
｝
貝
。
　
な
お
、
　
「
白
H
己
批
判
」
と
い
一
り
嵩
蒲

　
葉
そ
の
も
の
は
、
た
と
え
ば
、
六
期
二
中
全
会
の
「
組
織
問
題
決
議
案
扁
が
、
「
党

　
内
の
プ
チ
ブ
ル
的
な
感
情
的
な
争
い
に
つ
い
て
も
、
党
は
党
の
正
し
い
路
線
に
立

　
っ
て
、
政
治
面
や
活
動
面
で
の
自
己
批
判
か
ら
始
め
る
」
（
『
中
共
中
央
訴
件
選
集
』

　
五
　
二
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
陳
独
秀
の
「
告
全
党
岡
志

　
書
」
〔
一
九
二
九
年
ご
一
月
一
〇
9
〕
が
、
党
中
央
を
批
判
す
る
さ
い
「
公
然
た

　
る
自
己
批
判
」
を
も
と
め
た
（
中
国
人
民
選
二
軍
政
治
学
入
党
史
教
研
室
編
『
巾

　
共
党
史
参
考
資
料
』
第
五
冊
　
四
〇
〇
頁
）
よ
う
に
、
三
中
全
会
以
前
に
も
用
い

　
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
に
お
い
て
は
、
少
数
派
に
自
己
の
見
解
を
放
棄

　
さ
せ
る
、
と
い
う
意
味
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

⑳
　
「
四
中
全
会
決
議
案
」
（
『
中
共
中
央
麹
菌
選
集
』
七
一
七
～
二
七
頁
）
。

⑳
隙
跡
絶
等
「
我
椚
的
政
治
意
見
薪
」
Ω
九
二
九
年
＝
一
月
一
五
日
〕
（
『
中
共

　
党
史
参
考
資
料
』
第
五
醗
　
四
〇
筑
豊
）
。

⑫
何
孟
雄
「
政
治
意
見
書
」
〔
一
九
三
〇
年
九
月
八
日
〕
、
「
政
治
意
見
瞥
」
〔
一
〇

　
月
五
日
〕
、
　
「
給
中
央
政
治
局
的
信
」
〔
＝
一
月
一
蕉
臼
〕
（
『
侮
孟
雄
文
集
』
一
八

　
山
ハ
、
　
一
九
〇
、
　
二
一
〇
胃
以
）
。

⑬
　
〔
羅
章
龍
〕
「
力
争
緊
急
会
議
反
対
四
中
全
会
報
告
大
綱
」
（
q
．
中
共
中
央
文
件

　
選
集
』
七
　
六
九
～
七
九
頁
）
。

⑳
　
　
『
中
共
党
史
人
物
伝
』
四
九
巻
　
ニ
ニ
七
～
三
一
頁
。

⑳
　
「
閃
於
照
四
除
羅
章
龍
中
央
委
員
及
党
籍
的
決
議
案
」
〔
…
九
三
一
猛
即
製
二
七

　
日
〕
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
七
　
六
四
～
六
八
頁
）
、
「
永
遠
開
除
文
虎
〔
月
n
羅

　
章
総
〕
党
籍
的
通
知
F
　
「
開
幕
王
十
人
（
即
小
繋
）
〔
一
1
王
克
全
〕
党
籍
的
通
知
」

　
（
『
紅
旗
．
照
報
』
一
九
三
皿
年
二
月
二
日
、
二
月
三
β
）
。

⑭
　
　
「
中
央
給
第
】
方
潤
軍
総
前
門
、
江
西
省
委
、
各
特
委
、
各
地
方
党
部
的
信
」

　
（
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
七
　
｝
四
〇
～
四
一
頁
）
、
陳
栄
華
・
何
友
良
『
中
央

　
灘
区
史
略
』
（
上
海
社
会
科
学
出
版
社
　
一
九
九
二
年
五
月
）
、
福
本
勝
清
『
中
国

　
革
命
の
挽
歌
』
（
鮒
紀
書
虜
　
一
九
九
二
年
　
一
月
）
六
七
～
一
〇
八
頁
。

⑰
　
毛
沢
東
「
党
八
股
に
反
対
し
よ
う
」
（
『
毛
沢
東
選
集
』
第
三
巻
　
外
文
出
版
社

　
一
九
六
八
年
　
七
二
～
七
輪
頁
）
。
こ
こ
で
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
も
と
で
編

　
纂
さ
れ
た
『
ソ
連
共
産
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
歴
史
小
教
程
』
に
も
と
づ
い
た

　
発
冨
を
し
て
い
る
。

⑳
『
中
共
巾
央
文
件
選
集
』
一
五
＝
九
頁
。

⑭
　
　
「
中
圏
共
産
党
党
章
」
は
前
文
で
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
理
論
と
中

　
国
革
命
の
実
践
の
統
一
的
な
思
想
　
　
毛
沢
東
思
想
を
自
己
の
す
べ
て
の
活
動
の

　
摺
針
と
す
る
」
と
規
定
し
、
ま
た
党
員
の
義
務
の
一
つ
に
、
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
i

　
ニ
ソ
主
義
、
毛
沢
東
思
想
の
塞
．
礎
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
（
同

　
前
書
　
一
一
五
、
　
一
一
九
頁
）
。
な
お
、
　
こ
の
新
規
約
の
党
員
の
権
利
と
義
務
、

　
「
民
主
的
集
中
制
」
（
指
導
機
聞
の
選
挙
制
、
指
導
機
関
の
定
期
報
告
制
、
少
数

　
の
島
～
数
へ
の
服
従
、
下
級
の
上
紡
い
へ
の
服
従
麹
守
）
の
規
磨
疋
な
ど
は
、
ス
タ
ー
リ
ン

　
時
代
の
ソ
連
共
産
党
一
九
三
九
年
規
約
を
ほ
ぼ
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
ソ
連

　
共
産
党
の
規
約
に
つ
い
て
は
、
前
掲
藤
井
『
民
主
集
中
制
と
党
内
罠
主
窯
義
』
二

　
七
四
～
・
八
・
八
頁
）
。

⑳
荊
掲
竹
内
突
目
『
中
国
近
現
代
論
争
年
表
』
参
照
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
行
論
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
一
九
二
〇
年
代
、
と
く
に
二
七
年
ま
で
中
国
共
産
党
は
党
内
民
主
主
義
の
組
織
原
理
を
自
ら

の
も
の
と
認
識
し
て
お
ら
ず
、
党
中
央
の
指
導
に
は
陳
独
秀
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
権
威
主
義
的
な
部
分
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

れ
で
も
、
党
の
意
思
決
定
に
さ
い
し
、
共
産
党
員
は
繰
り
返
し
論
争
を
な
し
え
た
。
そ
し
て
二
七
年
後
半
か
ら
二
八
年
前
半
ま
で
の
時
期
、
「
開

か
れ
た
論
争
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
共
産
党
の
党
内
民
主
主
義
は
も
っ
と
も
機
能
し
て
い
た
。
二
八
年
後
半
以
降
、
党
中
央

の
政
策
は
集
権
化
に
傾
斜
し
、
論
争
に
は
質
的
な
変
化
一
公
開
性
を
失
い
、
場
を
狭
め
、
理
論
的
な
討
議
か
ら
政
治
的
な
打
撃
へ
と
一
が

お
こ
る
。
そ
し
て
三
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
共
産
党
は
二
枚
岩
」
の
党
、
反
対
意
見
の
表
明
を
認
め
な
い
政
党
と
化
し
て
い
く
。
こ
の
過
程

は
四
〇
年
代
、
毛
沢
東
の
一
元
的
な
権
力
掌
握
に
よ
っ
て
完
成
を
見
る
。

　
二
〇
年
代
を
通
じ
て
党
内
民
主
主
義
の
喪
失
と
い
う
事
態
が
進
行
し
、
三
〇
年
代
に
こ
の
過
程
が
完
結
し
た
ソ
連
党
に
た
い
し
、
中
国
党
は

ほ
ぼ
一
〇
年
お
く
れ
て
歩
み
を
同
じ
く
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ふ
た
つ
の
党
の
間
の
違
い
は
時
閻
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
ソ
連
に

お
い
て
の
過
渡
期
（
二
〇
年
代
）
は
党
内
の
民
主
主
義
を
も
と
め
る
少
数
派
の
抵
抗
の
時
期
と
し
て
あ
り
え
た
が
、
中
国
の
過
渡
期
（
三
〇
年
代
）

に
お
い
て
は
、
す
で
に
少
数
に
し
ろ
党
内
民
主
主
義
を
も
と
め
る
勢
力
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
二
枚
岩
」
化
と
い
う
点
で
は
ヴ
ェ
ク

ト
ル
を
同
じ
く
す
る
モ
ス
ク
ワ
留
学
派
と
毛
沢
東
派
の
党
指
導
権
を
め
ぐ
る
闘
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
P
　
二
〇
年
代
に
限
界
を
も
ち
な
が
ら
も
、
党
内
民
主
主
義
を
も
ち
え
た
中
国
共

産
党
が
、
な
ぜ
そ
の
後
「
一
枚
岩
」
化
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
を
最
後
に
考
え
て
み
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
三
〇
年
代
以
降
の
中
國
共
産
党
が
お
か
れ
た
過
酷
な
状
況
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
よ
う
。
二
七
年
に
は
五
万
八
千
を
数
え
た
党
員
は
、

国
共
分
裂
と
そ
の
後
強
行
さ
れ
た
黒
門
白
の
武
装
暴
動
路
線
の
あ
と
約
一
万
数
千
人
に
ま
で
激
減
し
、
李
立
三
の
主
要
都
市
奪
取
戦
略
も
さ
ん

ざ
ん
な
失
敢
に
帰
し
て
い
た
。
都
市
に
お
け
る
活
動
基
盤
を
ほ
と
ん
ど
失
い
、
農
村
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
榎
で
も
掴
民
器
箪
の
度
重
な
る
包
憲
政
撃
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に
た
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
共
産
党
に
と
っ
て
、
そ
こ
で
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
多
く
の
問
題
、
と
く
に
党
中
央
（
モ
ス
ク
ワ
留
学
派
）

と
毛
沢
東
と
の
間
で
対
立
の
焦
点
と
な
っ
た
軍
事
閉
題
を
、
「
開
か
れ
た
偏
論
争
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

像
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
事
例
と
比
較
す
れ
ぱ
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
　
の
ち
に
過
虫
に
つ
い
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
観
念
と
は
逆
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
思
想
生
活
は
ま
さ
に
内
戦
の
も
っ
と
も
園
難
な
蒔
期
に
泉
の
よ
う
に

　
　
わ
き
た
っ
て
い
た
。
党
や
、
軍
を
ふ
く
め
た
国
家
機
関
の
す
べ
て
の
段
階
で
あ
ら
ゆ
る
問
題
、
と
り
わ
け
軍
事
上
の
問
題
に
か
ん
し
て
広
く
論
議
が
お
こ

　
　
な
わ
れ
て
い
た
。
指
導
部
の
政
策
は
自
由
に
、
し
ば
し
ば
手
き
び
し
く
批
判
さ
れ
た
。

　
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
証
言
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
内
戦
や
抗
戦
と
い
う
環
境
は
、
党
内
民
主
主
義
の
喪
失
を
全
面
的
に
説
明
し
う
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
強
権
的
な
指
導
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
影
響
で
あ
る
。
す
で
に
の

べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
に
二
枚
岩
」
化
を
も
た
ら
し
た
自
己
批
判
の
強
要
や
中
央
委
員
会
な
ど
で
の
意
思
決
定
の
形
式
化
は
、
コ

、
ミ
ン
テ
ル
ン
が
介
入
し
て
指
導
老
の
交
替
を
命
じ
た
三
〇
年
の
六
期
三
中
全
会
と
三
一
年
の
四
中
全
会
以
後
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
四

中
全
会
で
一
躍
党
内
権
力
を
握
っ
た
王
明
ら
モ
ス
ク
ワ
留
学
派
が
お
こ
な
っ
た
路
線
闘
争
は
、
彼
ら
が
ソ
連
滞
在
中
に
目
撃
し
た
ス
タ
ー
リ
ン

の
反
対
派
へ
の
弾
圧
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
毛
沢
東
も
反
対
意
見
の
留
保
を
認
め
な
か
っ
た
し
、
「
毛
沢
東
思
想
」
を
党
の
指
導

思
想
と
規
定
し
た
七
巡
大
会
の
「
中
国
共
産
党
党
章
」
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
立
場
で
党
の
組
織
原
則
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
と
も

に
党
内
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
こ
う
し
た
ス
タ
…
リ
ン
主
義
の
浸
透
と
並
行
し
て
、
理
論
家
た
ち
が
党
の
中
枢
か
ら
退
場
し
て
い
っ
た
こ
と
も
論
争
の
変
質
、
党
内

民
主
主
義
の
喪
失
の
要
因
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
年
代
に
あ
っ
て
、
大
会
な
ど
に
お
け
る
党
の
路
線
転
換
に
寄
与
し
て
き
た
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ソ
連
か
ら
帰
国
し
、
当
時
に
あ
っ
て
豊
か
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
知
識
を
有
し
た
察
和
森
、
罷
秋
期
、
彰
述
之
ら
理
論
家
た
ち

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
党
内
に
新
た
な
革
命
論
を
も
ち
こ
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
党
中
央
の
理
論
面
で
の
指
導
者
と
な
り
、
党
内
論
争
に
お
い
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て
は
理
論
的
正
当
性
を
基
準
に
議
論
を
た
た
か
わ
せ
た
ひ
二
七
年
思
者
の
罷
業
白
の
仮
借
な
き
党
中
央
批
判
で
さ
え
、
辛
亥
革
命
以
来
の
中
国

社
会
の
階
級
分
析
か
ら
始
め
る
と
い
っ
た
理
論
闘
争
的
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
理
論
家
た
ち
の
存
在
が
、
そ
の
全
て
で
は
な
い
に
し
ろ
、

二
〇
年
代
の
党
内
民
主
主
義
の
機
能
に
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
彼
ら
が
陳
独
秀
と
と
も
に
二
〇
年
代
末
に
革
命
の
敗

北
や
権
力
闘
争
の
結
果
、
あ
る
い
は
除
名
さ
れ
、
あ
る
い
は
モ
ス
ク
ワ
に
事
実
上
放
逐
さ
れ
た
の
ち
、
党
の
指
導
者
と
な
っ
た
の
は
教
条
を
ふ

り
ま
わ
す
王
明
で
な
け
れ
ば
、
李
立
三
や
毛
沢
菓
の
よ
う
な
党
活
動
の
前
線
の
実
務
家
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
論
争
を
理
論
闘
争
と

し
て
で
は
な
く
、
相
手
に
た
い
す
る
一
方
的
な
打
撃
、
政
治
闘
争
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
論
争
の
変
質
と
党
内
民
主
主
義
の
喪
失
は
、
党
が
お
か
れ
た
過
酷
な
環
境
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
浸
透
、
そ
し
て
理
論
家
た
ち
の
退
場
を
背

景
に
し
て
い
た
。
中
国
共
産
党
は
二
〇
年
代
の
「
論
争
」
の
党
か
ら
、
三
〇
年
代
以
降
ソ
連
党
と
同
様
に
「
一
枚
岩
」
の
党
へ
と
変
質
を
と
げ

た
の
で
あ
る
。

　
①
　
藤
井
～
行
訳
『
裏
切
ら
れ
た
輩
命
』
（
岩
波
文
庫
　
一
九
九
工
年
二
月
）
二
六
　
　
　
　
　
八
頁
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’that　production　of　new　style　leacl－glazed　ware　and　increase　in　production

’were　linked　with　these　re－arrangements，　and　that　the　transplantation

was　made　necessary　by　the　inability　of　the　factory　in　Kinai　to　meet

’these　new　demands．

InterRal Party　Dem．ocracy　in　the　Chinese　Commttnist

　Party：　the　disputes　of　the　1920　s

by

EDA　Kenji

　　The　1920　s，　the　first　ten　years　of　一the　history　of　the　Chinese　Communist

Party，　is　a　period　of　repeated　and　ferocious　dispute．　The　rules　of　the

party　tended　to　be　highly　centralistic，　and　Bolshevic　“Democratic　Cen一

’tralism　”　was　not　introduced　as　the　principle　of　organisation．　However，

・since　the　leaders　of　the　CCP，　which　had　begtm　as　an　intellectuals’　party，

pursued　theories　of　revolution　and，　following　much　argument，　decided

on　party　policy，　the　national　congress　and　central　committee’s　plenary

・session　functioned　as　the　place　where　the　democratic　will　was　decided．

For　the　few　years　after　1927，　with　the　Othcial　adoption　of　“Democratic

Centralism”　and　the　opportunity　for　ordinary　party　members　to　partic－

ipate　in　debates　in　party　journals，　the　CCP　enjoyed　its　period　of　greatest

・democratic　activity．　However，　in　the　1930　s　the　CCP　became　much　more

’monolithic：　minorlty　groups　which　opposed　the　party　center　were　ex一

’pelled，　and　party　members　suspected　of　holding　contrary　ideas　were

・subjected　to　“self－criticism”．　These　changes　in　the　nature　of　the　CCP

’were　achived　as　a　result　of　the　power　gained　by　Mao　Zedong　by　the

1940s．　Three　other　factors　which　contributed　to　these　changes　were：

（1）　the　severity　of　the　situation　produced　by　the　underground　straggle

，and　the　war；　（2）　the　permeation　of　Stalinism；　（3）　the　loss　of　positlon

’within　the　party　of　many　of　the　theorists　who　had　formed　its　early

lleadership．

（965）




